本 日 は 『 舞 台 ・ エ ダァ ング ゲ リオン ビヨン ド 』 に お 越し いた だ きま し て 、 
誠に あり が と う ご ざ いま す 。 

今 公演 は 本 年 4 月 新宿 歌舞 伎町 に 建設 され た 東急 歌舞 伝 町 タワ ー 内 に オー 
プン する THEATER MILANO-Za の こけ 6 落と し 公演 と し て 企画 きれ まし 
た 。 歌舞 伎町 と と も に 発展 し 、 エ ヴァ ン ゲ リオ ン と め ゆか り の 深い 映画 館 ミ ラ 
ノ 座 を 継承 する 新劇 場 で 、 世 界 中 の 人 々 を 魅了 し 続け て きた アニ メ 作 品 を 舞 
台 化 し 全く 新しい エン タテ イン メン ト と し て 創り 上 げ ま す 。 

英国 で 二 度 の ロー レン ス オ リ ビ ェ 賞 に 輝き 、 身 体 表 現 と 視覚 的 演出 を 融合 
きせ 独自 の 世界 観 を 構築 し た シディ ・ ラ ルビ ・ シ ェ ル カウ イ が 『 プ ルー トッ 


PLUTO』 (原作 : 『PLUTO』 浦 沢 直 樹 x 手 塚 治 虫 長崎 商 志 プロ デュ ー ス 監修 手塚 臣 


協力 手塚 プロ ダク ショ ン ) 以来 、 満 を 持 し て 本 プロ ジェ クト に 挑み ます 。 
主演 に は 4 年 ぶり の 舞台 と な り 華 と 実力 を 併せ 持っ た 窪田 正孝 さん 、 濱 技 
の みな ら ず 身体 表現 で も 魅了 する 石橋 静 河 き ん は じ め ゅ 個性 あふ れる 俳優 陣 に 
加 を ダン サー、 歌 手 た ち も 多 彩 な 顔ぶれ が 揃い まし た 。 ク リエ イ テ ィ ブス 
タッ フ も 国内 外 の 精鋭 た ち が 参 加 し て ぉ お り 、 ま さる に 新劇 場 の 幕 開 き に 相応 し 
い 舞 台 と な り ま し た 。 
最後 に カラ ー、 グ ラウ ンド ワー クス は じゅ め 本 公演 の 実現 に 向け て 多大 な る 


ご 尽力 を 賜り まし た すべ て の 関係 者 の 皆様 に 深く 御礼 を 申し 上 げ ま す 。 


主催 者 


@⑥ カ ラー 
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Staff 


Original Manga Story by 
原案 ・ 構 成 ・ 演 出 ・ 振 付 _ 
OrgimalConcept Plnnins, Direced,and Choreographed y 
舞台 版 構成 台本 
Scenario by 
上 演 脚 本 
Playscript Written by 
ビジ ュ ア ルディ レク ショ ン ・ 衣 裳 デザ イン 
Visual Direction and Costume Design 
セッ ト デ ザ イン 
Set Design 
音楽 
Music 
照明 
Lighting Design 
映像 統括 
Video Producdon 
映像 制作 
Video Creauon 
3 
Sound Design 
特殊 造形 デザ イン ・ 特 殊 造 形 制 作 
Special Modeliing Design Producron 
衣裳 デザ イン ・ ス タイ リス ト 
Costame Design & Stylist 
衣裳 デザ イン ・ 衣 肛 制 作 
Costume Design & Producdon 
へ アメ イク 
Hair & Make-up Designer 


振付 助手 


Assistant Choreographers 


演出 補 


Associate Director 
濱 出 助手 

Assjstant Djrector 
通訳 


Interpreters 


舞台 監督 

Stage Manager 

ブロ ダク ショ ンマ ネー ジャ ー 
Production Manager 


舞台 監督 助手 


Assistant Stage Managers 


照明 操作 


Lighting Operators 


音 航 操作 


Sound Operators 


音響 ステ ー ジ アシ スタ ント 
Sound Stage Assistant 
シス テム エン ジニ ア 
System Engineer 


衣 迷 部 


Wardrobe 


カラ ー 

khara, 

シディ ・ ラ ルビ ・ シ ェ ル カ ア イ 
Sidi Larbi Cherkaoui 

ノ ソ ツェ 征 般 

Se Nozoe 

波 部 区 平 

Ryohei Waranabe 
頂 植 伊佐 夫 

Isao Tsuge 

岩本 三 玲 

Mtirei lvamoto 

アレ クサ ンド ル ・ ダ イ ・ カ スタ ン 
Alexandre Dai Castaing 
吉本 有 輝 子 

Yukiko Yoshimoto 

カラ ー ズ クリ エー ショ ン 
COLORs CREATION 
マキ シム ・ ギ スラ ン 
Masime Guislain 
武田 安 記 

Aki Takeda 
松岡 象 一 朗 

Sho-ichiro Matsuoka 
Akira Haneishi 

岩崎 晶子 

AAkiko Iwasaki 
波多 野 早 音 

Sanae Hatano 
大 植 真 太朗 

Shintaro Oue 

セバス チャ ン ・ ラ ミレ ス 
Sebasdan Rannirez 

杉原 邦生 

Kunio Sugihara 

加藤 由紀 子 

Yukiko Kato 

時 田 曜子 ( 潤 出 家 担 ) 
Yoko Tokita (for Director) 
人 見 有 羽 子 (音楽 家 押 ) 


Yuko Hitomi (for Compoer) 


人 竹 上 沙希 子 (音楽 家 ・ 振 付 助手 担当 ) 


Sakiko Takegami (for Compoxer・Awivant Choreographer) 


足立 充 意 
Mitsuaki Adachi 
野中 昭二 


Shoji Nonaka 


吉見 裕司 
YajiYoshimi 


芳 

Yuichi Washikita 
字 野 圭一 
Keiichi Uno 
秋成 絵美 

Emi Akinari 

本 田 康広 
Yasuhiro Honda 
西 邑 武人 
Taketo Nishimura 
小泉 正義 
Masavoshi Koizumni 
上 田 半 

Go Ueda 

川崎 渉 

Wataru Kawasaki 
横山 紗 木 里 
Sagiri Yokoyama 
片山 通 子 
Miichiko Katayama 
安川 えみ 

Emi Yasukawa 
溝渕 浴 香 
Sumika Mizobuchi 
宮下 康平 

Kohei Miyashita 
野口 利明 
Toshiaki Noguchi 
中 野 か お る 
Kaoru Nakano 
奈須 和久 美子 


Kumiko Nasu 


今井 眞弓 


Mayumi Imai 


Hayuru Mori 


へ アメ イク 進行 
Hair & Make-up Staff 


映像 技術 
Video Technical Operators 


制作 補 


Production Associate 


制作 助手 


Producdon Assistants 


大 道具 


Stage Carpentry 


背景 
Painter 
フラ イン グ 機 構 ・ 操 作 


Flying System & Operators 


ファ ブリ ッ ク ・ ス カル プチ ャ ー 
Fabric Sculpture 

特殊 造形 

Special Properties Animatronics 
特 人 効果 

Special Effect 

ハー ネス 製作 


Harness Miaker 


小道 具 製 作 
Props Makers 


衣 愛 製 作 


Costume Makers 


帽子 製作 

Har Maker 

か っ つら 5 製作 

Wig Maker 
映像 監修 

Video Direcdon 


映像 制作 補助 


Video Production Assistant 


脚本 協力 


Sceanario Assistance 


資料 翻訳 


Document Transladon 


北山 まり ぇ 
Marie Kitayama 
新倉 和幸 
Kazuyuki Niikura 
古田 島 邦 明 
Kuniaki Kotajima 
和田 由紀 子 
Yukiko Wada 
足立 悠子 

Yuko Adachi 
新居 朋子 
Tomoko Nii 


所 原 千晶 
Chiaki Kajihara 


Erika Kato 


C-COM 伊藤 清 次 
C-COAM Kivoji lto 
オ サ フ ネ 製 作 所 長船 浩二 
Osafune Seisakujo Koji Osafune 
東京 ビロード 鈴木 医 平 
TOKYO VELLUDO Kyohei Suzuki 
美術 工房 拓 人 松本 邦彦 
Bijusu Kobo Takuto Kunihiko Matsumoto 
リン ペッ ト 林 正 
Limpet Tadashi Hayashi 

河本 昌 洋 

Masahiro Koumoto 
ファ イ バ ー・ ツ ー ク 八代 利 江 子 
Fiber Work Rieko Yashiro 
アト リエ ・ デ ュー ル 田中 孝 商 
Atelier Decor Takahisa Tanaka 
酸 京 クラ ッ ド 磯田 壮一 
Sankyo Cloud Soichi Isoda 
CARRIQINDUSTRIES 吾 武 潤 
CARRIQINDUSTRIES Jun Yoshirake 
中 村 友 香 
Yuka Nakamura 
畠山 直子 
Naoko Hatakeyama 
長谷 川 愛美 
Mtfanami Hasegawa 
篠 川 理 湖 
Saroko Shinokawa 
柿沼 薫 
Kaoru Kakinuma 
井上 凌 花 
Ryoka Inoue 
冨 極 理 英 
Rie Togashi 
前 田 簡 子 
Reiko Maeda 
井上 裕子 
Hiroko Inoue 


西村 友美 子 


Yumiko Nishimura 


渡部 亜沙 美 


Asami Watabe 

甲斐 彩香 

Ayaka Kai 

磯田 美佐 子 

Nisako Isoda 

シャ ポー ヌ 下 重 恭 子 
Chapeaune Kyoko Shimoju 
アラ イカ ツラ deco. 
arai katsura deco. 
石 多 未知 行 

Michivuki Ishita 

フィ リッ プ ・ ア ョ 
Pbilippe HIayor 


錯 木 勲 

Isao Kaburagi 

ミカ エラ ・ ジ ェ ー ン ・ レ アー ド 
Mikayla Jane Lairad 

ボ グ ダ ン 真理 愛 


Afaria Bogdan 


伊藤 美代子 
Mtiyoko lto 
鈴木 な お 


Nao Suzuki 


衣 装 協力 


Costame Cooperation 


へ アメ イク 協力 
Hair & Make Cooperation 


通訳 協力 


Interpreters Cooperation 


映像 機材 協力 


Video Equipment Support 


馬主 場 
Rehearsal Studio 
家 搬 
Transportation 


協力 


Cooperation 


レコ ー デ ィング コー ディ ネー ター 
Recording Cordinator 

レン レコーディング ミュ ー ジ シャ ン 
Recording Musicians 


法務 アド バイ ザー 


Legal Advisers 


世田谷 パブ リッ クシ アタ ー 技 術 部 


SETAGAYA PUBLIC THEATRE Technical Department 


松竹 衣裳 

SHOCHIKU COSTUME 
レイ ン ボ ー 造 形 企画 
RAINBOW 

アー ム ス フォ ゲイ ン 
ARMSFORGAIN 


BIODERMA 
BIODERMA 


ETVOS 
ETVOS 
カバ ー マ ー ク 
COVEMARK 
D-UP 

D-UP 

ラ ロッ シュ ポ ゼ 
LA ROCHE POSAY 
Koh Gen Do 
Koh Gen Do 

兵頭 愛子 

Aiko Hyodo 
門田 美和 

Miwa Monden 
マグ ナッ クス 
Magnux 

リー ホー スタ ジオ 
Lee Ho's STUDIO 
マイ ド 

Afaido 

山田 貴大 
Takahiro Yamada 
岩谷 ちな つ 
Chinatsu Iwava 
岩倉 知 伸 
Tomonobu hyakura 
Eastuman 
Eastman 

天 プ ロモ ーション 
MY Promodon 
KOOGEN 
KOOGEN 

真昼 


Mahiru 


RYU 
RYU 


エス ・ シ ー・ ア ライ アン ス 


S.C.ALLIANCE 

ジー エム 

GNt Atelier 

セレ ソン アー ト 工 房 
Sereson art workshop 
TAPP 

TAPP 

KUNIO 

KUNIO 

ゴー チ ・ ブ ラ ザ ー ズ 
GORCH BROTHERS 
スマ イル ステ ー ジ 
Smile Stage 

リト ル ・ ジ ャ イア ン ツ 
Lirdle Giants 


プラ グマ ックス エン タテ イン メン ト 
PRAGNTAX Enrertainment 


渋谷 ステ ー ジ セン ター 


Shibuva Stage Cenrer 


アイ ヴィ ・ ガ ン ボ ア 

hy Gamboa 

ジュ リア ・ ケ ント (チェ ロ ) 
Julia Kenr (Cello) 

村 中 麻里 子 (バイ ォ リ ン ) 

Afariko Muranaka (Viohn 
ツン グ ザ バイ オリ ニス 
Song the violinisc (Viohn) 


骨董 通り 法律 事務 所 


Korto Dori Law Ofhice 


中 村 合 同 特許 法律 事務 所 


NAKAMURASHARTNEKRS 


) 
ト (バイ ォ リ ン ) 


福井 健 策 


Kensaku Fukui 


岡本 健太 朗 


Kentaro Okamoto 
富岡 英 次 

Eiji Tomioka 
相良 由里子 
Yuriko Sagara 


西村 英和 


Hidekazu Nishimura 


生 伝 美術 

Publicicy Art Direction 
Publicicy Photography 
定 伝 大 迷 デ ザイ ン 
Publicicy Costume Desisn 
宣伝 スタ イリ スト 
Publicity Stylist 


定 伝 衣 受 制 作 


Publiciy Costunme Arrangement 


宣伝 へ アメ イク 
Publicicy Hair & Make-up 


Pubhiciry Movie 


宜 伝 広報 


Publicicy Mtanagement 


企画 協力 


Associate Producdon 


協力 


Cooperation 


【 東 京 公演 主催 】 

Tokyo Production Presented by 
Bunkqmurq 
Bunkamura 

エグ ゼクティ ブ ・ プ ブロ デュ ー サ ー 
Execurive Producer 

チー フ ・ ブ プロデュ ー サ ナー 
ChiefProducer 

プロ デュ ー サ ー 

Producer 


制作 


Assistant Producers 


制作 助手 


Producdon Assistant 


Ticketing OfHicer 


TST エン タテ イメ ント 
TST Enrertainment 


劇場 運営 部 部 長 


Theater 0peradon Deparment Senior Manager 


【 長 野 公演 主催 】 

Nagano Producion Presented by 
サン ライ ズブ プロ モー ショ ン 北 陸 
Sunrise Promorion Hokuriku 


NBS 長野 放送 
Nagano Broadcasting Systems 
一 般 財団 法人 松本 市 芸術 文化 振興 財団 


atumoro Ci Ar and Cultare Foundadon 


後 授 


Supported by 


【 大 阪 公演 主催 】 


Osaka Producdon Presented by 


ABC テレ ビ 


Asahi Televison Broadcasting 


サン ライ ズブ ロモ ーション 大 阪 
Sunrise Promotion Osaka 


企画 ・ 製 作 


Planning and Production 


榎本 太郎 

Taro Enomoto 
伊藤 大 介 

Daisuke Ito 

頂 植 伊佐 夫 

Isao Tsuge 

羽 石 輝 

Akira FIaneishi 

横田 勝広 

Katsuhiro Yokota 
桐 測 由 美 

Yumi Kiribuchi 

倉田 朋美 

Akemi Kurata 
原口 貴光 
Takamirsu Haraguchi 
ディ ッ プ ス ・ プ ラ ネ ッ ト 
DIPPS PLANET 


Hisashi Itoh 


カラ ー 

khara. 

グラ ッ ウンド ソー クス 
Ground Works 


加藤 真 規 
Maki Kato 
森田 因子 
Tomoko Morita 
金子 紋 子 
Hiroko Kaneko 
青山 恵理 子 
Eriko Aoyama 
武内 純子 
Junko Takeuchi 
石田 華子 
Hanako Ishida 
小泉 廉太郎 
Rentaro Koizumi 
青木 元 子 
Mtoroko Aoki 
柴田 菜穂 


Naho Shibata 


枝 村 義夫 


Yoshio Edamura 


秋田 考 志 
Koji Akia 


和 気 泊 恵 
Toshie Waki 


松本 市 


Matsumoto City 


松本 市 教育 委員 会 


Maumoro Ciry Board of Education 


Takashi Sendai 
大 川 大 樹 
Hiroki Ohkawa 
山田 泰彦 
Yasuhiko Yamada 


西 上 圭 


Ayaka Nishiue 


BunkQmurd 


Bunkamura 


[原案 ・ 構 成 ・ 演 出 ・ 振 付 ] 


シディ ・ ラ ルビ ・ シ ェ ル カウ イ 


『 エ ヴァ ング ゲ リオン 』 に 触れ て 見 えた た $ も の 、 感 じ た も の を 


作品 を 通じ て 道徳 観 、 価 値 観 を 問う 


ーー『 テ ヅ ヵ TeZukA』 2 年 )、『 プ ルー トッ PLUTO』 
15 年 ・18 年 ) に 続い て 、 今 回 『 エ ダァ ン ゲ リオ ン 』 の 
舞台 化 を 構 邊 し た の に は 、 ど の よう な 理由 が あっ た の 
で し ょ うか ? 

私 が 作品 の 中 で 表現 し た い 、 向 き 合い た い テ ー マ を 
考 を た と き に 自然 な 流れ で そう な り ま し た 。 なぜ な ら 
私 の 演出 家 、 振 付 家 と し て の キャ リア の 出発 点 に は 、 
道徳 へ の 興味 が ある か ら で す 。『 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 」 
を 舞台 化す る と いう 行為 は 、 ま る に 道徳 観 や 価値 鈴 と 
向き 合い 「 な に が 正しく 〈 て 、 大 切な の か ] を 問い か け 
る こと だ と 考 を て いま す 。 

『 テ ヅ ヵ TcZukA」 を 上 演 し た と き に は 、 手 塚 治虫 
と いう 人 物 に 非常 に 個人 的 な 繋が り を 感じ まし た 。 と 
いう の も 彼 も また 常に 道徳 観 追 求 し た 人 で し た 。 役 
の 作品 は 人 間 の 光 と 痢 を 描い て いる し 、『 プ ルー トッ 
PLUTO』 で は 浦沢 直樹 る さん 、 そ し て 長崎 尚志 る ん と 
の 仕事 で 同じ こと を 感じ まし た 。 

た だ 浦沢 さん や 長崎 さん と は 話 が で きま す が 、 手 塚 
治虫 と 上 は そう は いき ませ ん 。 だ か ら 『 テ ヅカ TcZukAJ 
の 公演 が 終わ る と き に は 、 本 人 と 語り た く 〈《 て も 語れ な 
い ぃ 悲し み を 感じ まし た 。 あ る 意味 、 手 塚 治 昌 の 作品 は 
手 の 届 か な いと ころ に ある 。 それ に 対し て 『 プ ルー トッ 
PLUTO』 で は 、 二 人 の アー ティ スト を 介し て 作品 に 
アク セス し 、 濱 典 と いう 形 で 解釈 で きた と 思い ます 。 

今回 の 『 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 』 の 舞台 化 は 、 そ れ ら と 
は まっ た く 異 な り ま す 。 こ れ は 『 ェ ヴァン ゲ リオ ン 』 
と いう 神話 を 使い な が ら 、 そ れ と 同時 に 私 た ち 独自 の 
アイ デア に よっ て 生み 出さ れ た 作品 で す 。 だ か ら 原 作 
で ある アニ メー ショ ン 作 品 と 同様 に エー ダァ ン ゲ リオ ン 
に パイ ロッ ト た ち が 搭 乗 し て 使徒 と 戦う けれ ど 、 ア ニ 
メ と は 大 きく 異な る 物語 に な っ て いま す 。 

登場 する キャ ラク ター た ち も ア ニ メ の 要素 を 反映 し 
< 部 分 は あり つつ も 、 ま っ た く 違 う 人 物 に な っ て い 
る 。 これ は アニ メ を 映す 鏡 の よう な 作品 で す が 、 た だ 


アニ メ と 同じ も の を 映し 出す わけ で は あり ませ ん 。 今 
の 世界 を 通し て 「 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 』 を 映し 出す 鏡 な 
の で す 。 

で すか ら 「 舞 台 ・ エ ヴァ ン ゲ リオ ン ビョン ド 』 は 、 
ある 意味 で 過去 の 『「 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 』 を 超え る こと 
を 目指 し て いま す 。 そこ で 伝え た い の は 「 今 、 我 々 が 
どう 生き て いる か |] と いう こと 。 私 た ち は 自 分 の た め 
に 子供 た ち を 犠牲 に する 生き 方 を し て いる か ら 、 次 世 
代 に 持続 可能 な 世界 を 渡せ な く な っ て いる 。 け れ と 子 
供 た ち は 世 界 の 正当 な 相続 人 な の だ か ら 、 も は や 彼ら 6 
に 世界 を 渡し て 、 彼 ら 自 身 で 作り 直し て も ら う し か な 
い の か も し れ な い 。 

冒頭 の 価値 観 の 話 に 戻る と 、 私 た ち 大 人 は 「 な に が 

正しく て 、 大 切な の か 」 を 学べ ず に いる の か も し れ な 
いし 、 あ る い は 学び を 生活 へ 適応 させ る 術 を 忘れ て し 
まっ た の か も し れ な い 。 そう いう こと を 描く 作品 で も 
ある と 考え て いま す 。 
ー 一 『 新 世紀 エヴァンゲリオン 』 や 『 テ ダァ ン ゲ リラ 
ン 新 劇場 版 』 シリ ー ズ と 大 き 〈《 異 な る の は トウ マ が 消 
和 失 す る こと 、 そし て 渡 守 と いう 大 人 が 物語 の 展開 に コ 
ミッ ト す る こと の よう に 思い まし た 。 

個人 的 な 観点 あら 『 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 』 に と どう アプ 
ロー チ で きる か を 考え ん だ と き 、 ア ニ メ で は 常に 「 シ ン 
ジ に な に が 起き た のか] と いう こと が ベー ス に ある こと 
に 気づき まし た 。 な ら ば そこ か ら 主 人 公 を 取り 上 げた 
ら ど うな る の か 。 単に 王 人 公 を 登場 させ な い の で は な 
《 、 彼 の 消失 と 不在 か 6 物語 を 語る の は どう だ ろう か 
と 発想 し 、 彼 を 失っ た 周囲 の 人 物 は と どう 反応 し 、 行 動 
する だ ろう か と 考え まし た 。 

そし て 渡 守 は 、 子 供 の 頃 の 出来 事 に 今 も 背 まれ て い 
る 人 物 で す 。 子供 の 頃 に 抱い た 罪悪 感 と の 向き 合い 方 
に は いろ いろ な 形 が あり ます が 、 私 が 考 を た の は 、 彼 
は 罪 を 償う た め に 善 を 為 そ を うと する と いう こと で し た 。 
それ は 私 自身 の 人 生 を 思い 出さ せる 設定 で も あり ます 。 

こう し た まっ た く 異 な る 二 人 の 運命 が 交わ る アイ デ 
ア に 面白 さき を 感 じ ま し た し 、 多 く の 神 話 に ある よう 
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に 、 或 失 の あと に は 必ず な に か 別 の も の が 現れ ます 。 
だ か ら ト ッ ウマ と 渡 守 は 、 同 じ 瞬 間 に は 存在 し 得 な い 存 
在 に な っ て いる の で す 。 


目 身 の 中 に ある 葛藤 、 対 立 を 描く 意味 


ほ 失 の あと に は 必ず な に か 別 の も の が 現れ る 。 そ 

の 考 を は ラル ビ き さん が イメ ー ジ する 世界 の 連鎖 と 循 
環 、 次 世代 に バト ン を 渡す こと に も 通じ ます 。 

そし て 、 そ れ が 人 生 の 難し さ で も あり ます 。 誰か が 
消 を た ら そ こ に 変化 が 生ま れ ま す が 、 そ れ は 直面 する 
者 の キャ パシ ティ や 能力 次 第 で 、 ポ ジテ ィ ブ な も の に 
も ネガ ティ ブ な も の に も な り 得 ます 。 

た と えば トウ マ の 消失 は 叶 に と っ て 悪い 方 向 に 作用 
し 、 彼 は 破 減 の 道 を 進ん で いく 。 それ に 対し て イオ リ 
や 子供 た ち は 「 ト ウマ は な ぜ 消 を た の か 7? と いう 問 
い に 答 を え を 見 つけ よう と する 。 真実 を 知り た いと 思う 
気持 ち を 触発 され 、 探 求 の 旅路 に 向かう わけ で す 。 

その 過程 で 他 者 を 思い 、 自 分 自身 $ 変 化し て いく 。 
すなわち 探求 が 「 な に が 大 事 な の か ] と いう 道徳 観 、 
価値 観 を 理解 する 助け に な る こと が わか り ま す 。 そし 
て 、 自 分 が すべ て の 中 心 に いる 世界 観 か ら 、 他 者 と 時 
間 や 空間 を 共有 する 世界 観 ヘ へ シフト し 、 周 囲 を 大 切 に 
する こと が 自分 を 大 切 に する こと へ 繋が る の だ と 知る 。 

周囲 が 自分 を 大 切 に し て くれ る こと を 期待 する と 、 
常に 背 立 ち を 感じ の こと に な る と 思い ます 。 な ぜ な ら 
そう 望ん で も 、 詞 み を 満た す の に 充分 な も の は 返っ て 
そう し た こと も 、 ト ウマ の 消失 を 通し て 


ov 生き] 
久 
の 
で と 
ワ 
や 
了 


そし て 「『 エ ェ エヴァンゲリオン 』 と いう 作品 は な に が 特 


別 な の か 。 それ は 多く の 謎 を 私 た ち に 与え を て くれ る と 
ころ で す 。 だ から 観客 、 と くに 『 エ ダァ ン ゲ リオ ン 』 
の ファ ン は 、 作 品 を 理解 し 、 読 み 解 こう と する と き 、 
その た め の エ ネル ギー が 求め られ ます 。 この 舞台 で は 
私 自身 が 一 人 の ファ ン と し て 『 ェ ダァ ン ゲ リオ ン 』 に 


触れ た と き に 見 えた も の 、 感 じ た も の を 舞台 上 に 立ち 
上 げ よ うと し て いま す 。 だ か ら 登 場 人 物 は 全員 、 私 が 
世界 に 感じ て いる こと を 反映 し た 存在 で すし 、 役 ら が 
対立 し 葛藤 する 姿 は 、 私 の 中 に ある 対立 で あり 葛藤 で 

も ある 。 
自分 の 中 に ある 葛藤 を 解消 で きた ら 、 人 は より 周囲 
の た め に 尽力 で きる よう に な る と 思い ます 。 上 難し いこ 
と で は ある けれ ど 、 私 た ち は 誰 か の た め に 尽く せる は 
ず だ し 、 そ れ を 被害 者 、 犠 牲 者 の よう な 気持 ち に な ら 
ず に 行う に は 、 自 分 の 内 面 に 平和 を 保つ こと が 重要 だ 
と 感じ ます 。 

た と えば 叶 は 世界 に 新しい エネ ルギー を も た だ たら そう 

思っ て 行動 する けれ ど 、 手 を 出し て は いけ な い 場 所 
か ら そ れ を 手 に 入れ 、 世 界 を 壊し て し まう 。 それ は 彼 
が 内 面 の 平和 を 保 て ず 、 価 値 の ある 人 間 に な り た いと 
思っ た か ら 。 一 方 、 渡 守 は 隠 半 者 の よう な 生活 を 送っ 
て いる けれ ど 、 内 面 の 平和 を 保ち 、 価 値 の ある こと を 
為す 。 真 の 英雄 性 は 目 に 見 を な いも の な の で す 。 

渡 守 が 植物 に 水 を 与 を る よう に 、 命 が 生ま れ 育 つ に 
は それ ぞ れ ふさ わし い プ ロ セ ス が ある 。 それ を 受け 入 
れる こと か 必要 な の に 、 叶 は 即座 に 結果 を 求め よう と 
し ます 。 で も 無理 に 物事 を 加速 させ て 結果 を 得 よ うと 
すれ ば 、 そ こ に は 高い 代償 が 伴う 。 な の に 叶 は 自分 の 
過去 を 箇 塗 し て 、 決 し て 過ち の 責任 も 取 ク ろう と し な 
い 。 真実 を 受け 入れ る の は 時 と し て 痛み を 伴い ます 


Evangelion Beyond 
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が 、 そ れ で も 真実 で し か 癒 せ な い 傷も ある と 言っ て お 
きた いと 思い ます 。 
ーー あり が と う ご ざ いま す 。 最 後に 新しい 半 場 の こけ 
ら 落 と し と し て 、 こ の 作品 も 上演 す る こと へ の 思い を 
教え て くだ さい 。 

この 戯曲 は TV アニ メ と 映画 、 両 方 の 『 エ ダァ ン ゲ 
リオ ン 』 から いま す が 、 私 
た ち は そ れ を 演劇 の ベー シッ ク な 要素 を 使っ て 表現 し 
て いま す 。 舞台 上 に 人 間 が いて 演技 や ダン ス 、 歌 、 き 
ら に パペット な ど 、SF 作 品 を 非常 に 伝統 的 な 手法 を 
使い 、 新 し い 劇 場 で 形 に し ょ うと し て いる 。 と て も ア 
ナ ロ グ な の で す 。 

そし て 新しい 劇場 の オー プ ニ ン グ を 和 館 る こと は と て 
も エキ サイ ティ ング な 経験 で す 。 と くに コロ ナ 補 に 見 
舞 わ れ た この 2 年 半 は アー ティ スト に と っ て 、 欠 客 と の 
コネ クシ ョ ン を 断ち 切ら れ た 非常 に 昔 し い 時 期 で し た 。 

ツー シャ ルディ スタ ンス の 名 の も と 、 す べ て の っ ュ 
ミュ ニケ ーション が デジ タル 化 さ れ て し まっ た か ら で 
す 。 で も 今 、 ー と し て の 要素 が ある 


ら イ ンス ピ レ ー シ ョ ン を 得 て 


こう し て セレ モニ 


演劇 に 戻れ る こと 、 そ し て その 中 で 今 ぉ 話し し た よう 

な こと を 劇場 と いう 開か れ た 場所 で 時 に は 純粋 に 、 時 

こ は 知 性 的 に 伝え られ る こと は 、 非 常に 重要 だ と 思い 

ます 。 

この 作品 を も ご覧 に な っ た あ 
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こら と 思い ます 。 


と は 、 ぜ ひ 皆 さん で 語り 
この 作品 を どの よう 


に 理解 し て 、 自 分 が どの よう に 変わ っ て い 〈《 の か 。 を 
ん な 会 話 が 生ま れる の を 楽し み に し て いま す 。 


Sidi Larbi Cherkaoui 


ベル ギー・ ア ント ワー プ 出 身 。 ダ ン サ ー、 演 出家 お よび 振付 家 。 ジ ュ ネ ー 
ブ 大 劇場 バレ エ 団 監督 。 コ ン テ ン ポラ リー ダン サー、 振 付 家 と し て 2000 
年 代 に 頭角 を 現し 、『 ス ー ト ラ SutraJ」 や 、 ダ ミア ン ・ ジ ャ レ と の 共同 振 
付 に よる 『 バ ベル Babel 用 凍 際 NR ロー レン ス ・ オ 
リヴ ィ エ 賞 (新作 ダン ス 賞 )、 ジ ェ イ コブ ス ・ ピ ロー・ ダ ンス ・ ア ワー ド 、 
ブノワ 賞 ( 最 優秀 振付 賞 ) な ど 受 賞 多数 。14 年 に ベル ギー 生生 り 王 冠 勲 
章 コ マン ドー ル 章 受章 。 映 画 『⑰ ア ン ナ ・ カ レー ニナ 』、『Girl| プ ガ ー ル 』、『 シ 
ラノ 』 の 振付 、 ビ ヨン セ の グラ ミー 賞 (17 年 ) で の パフ ォ ー マ ンス や 、 ビ 
ヨン セ と ジェ イ ・Z に よる The Carters の シン グル 『APESHIT | エイ プ 
シッ ト 』 の 共同 振付 、 プ ロー ドウ ェ イ ・ ミ ュー ジ カ ル 『 ジ ャ グ ド ・ リ トル ・ 
ピル Jagged Little Pill』 (トニ ー 賞 (振付 賞 ) ノ ミネ ー ト ) の 振付 を 担当 。 

日 本 で は 12 年 に 『 テ ヅカ TeZukAJ の 構成 ・ 振 付 を 務め 、15 年 と 18 年 に 
は 『 プ ルー トゥ PLUTO』 で 演出 ・ 振 付 を 務め た 。 


Bunkamura シディ ・ ラ ルビ ・ シ ェ ル カウ オイ 
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『 テ ヅカ TeZukA』(2012) 撮影 : 細野 晋 司 


『 テ ヅカ TeZukAI 

原 拠 : 手塚 治虫 

構成 ・ 振 付 シディ ・ ラ ルビ ・ シ ェ ル カウ イ 

2012 年 2 月 23 日 ( 木 ) 27 日 (月 ) Bunkamura オー チャ ー ド ホー ル 

『 鉄 腕 ア トム 』、『 ど ろ ろ 』、『 ブ ラッ ク ・ ジ ャ ッ ク 』、『MW』 な ど 、 手 塚 治虫 の 作品 
世界 か ら イ ンス パイ ア さ れ た 世界 観 が 、 ダ ン サ ー、 ミ ュー ジ シ ャ ン 、 武 僧 、 書 道 
家 、 そ し て ダン サー、 俳 優 と し て 高く 評価 され て いる 森山 未来 に より 、 壮 大 な 映像 
表現 と 音楽 と と も に 描き 出さ れ た 。 ロ ンド ン で 初演 され 、 東 京 、 パ リ 、 香 港 、 ロ ー 
マ 、 テ ル ア ビ ブ な ど で 10 ヵ国 で 上 演 。 


@ 浦沢 直樹 長崎 同志 手塚 プロ ダク ショ ング 小学 館 
鉄 説 アト ム 「 地 上 最大 の ロボ ッ ト 」 よ り 『 プ ルー トゥ PLUTO』 (2018) 撮影 : 細野 晋 司 


『 プ ルー トゥ PLUTO』 


原作 :『PLUTO』 (浦沢 直樹 メ 手塚 治虫 長崎 尚志 プロ デュ ー ス 監修 手塚 眞 協力 
手塚 プロ ダク ショ ン ) 
演出 ・ 振 付 シディ ・ ラ ルビ ・ シ ェ ル カウ イ 
2015 年 1 月 9 日 ( 金 ) て 2 月 1 日 (日 ) Bunkamura シア ター コク ー ン 
2015 年 2 月 6 日 ( 金 ) ~ 11 日 ( 水 ) 森ノ宮 ピロ ティ ホー ル 
2018 年 1 月 6 日 ( 土 ) 28 日 (日 ) Bunkamura シア ター コク ー ン 
2018 年 2 月 8 日 ( 木 ) 11 日 (日 ) イギリス ・ ロ ンド ン 公 演 Barbican Theatre 
2018 年 2 月 15 日 ( 木 ) ~ 17 日 ( 土 ) オラ ンダ ・ レ ー ワ ルデン 公演 Stadsschouwburg 
De Harmonie (欧州 文化 首都 レー ワル デン 2018 招 聴 作品 ) 

2018 年 2 月 22 日 ( 木 ) ~ 24 日 ( 土 ) ベル ギー・ ア ント ワー ブ 公 演 deSingel Red Hall 
2018 年 3 月 9 日 ( 金 ) 一 14 日 ( 水 ) 森ノ宮 ピロ ティ ホー ル 
手塚 治虫 『 鉄 腕 ア トム 』 の 「 地 上 最大 の ロボ ッ ト 」 を リメイク し た 浦沢 直樹 ・ 長 崎 
尚志 の 漫画 『PLUTO』 を 演劇 作品 と し て 舞台 化 。 シ ディ ・ ラ ルビ ・ シ ェ ル カウ イ 
と 同じ く 手 塚 フ ァ ン で 、『 テ ヅカ TeZukA』 に 続い て 出演 し た 俳優 ・ ダ ン サ ー の 森 
山 未来 に 、 豪 華 俳 優 陣 が 加わ り 15 年 と 18 年 に 上 演 。18 年 の 公演 で は ロン ドン 、 
オラ ンダ 、 ベ ルギー の 欧州 ツア ー も 行わ れ た 。 
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エヴァ ン ゲ リオ ン 舞 台 化 に 寄せ て 


株 式 会 社 グ ラウ ンド ワー クス 代表 取締 役 神村 靖 宏 


今回 の お 話 を いた だ いた と き 、 最 初 に 感じ た の は 驚き で し た 。 

「 革 新 的 な 舞台 を 次 々 と 世に 送り 出す 、 シ ディ ・ ラ ルビ ・ シ ェ ル カッ イ 氏 の 演出 に よっ て 、 
エヴァ ン ゲ リオ ン を 舞台 化し た い ] 

それ は 我々 原作 サイ ド に と っ て も 、 未 知 の 世界 と の 出会い で し た 。 

意外 に 思う と 同時 に 、 光 栄 に 感じ た の を 覚え て いま す 。 


で 、 不 安 も あり まし た 。 
企画 書 に 目 を 通し 、 コンセプト を 聞い て な お 、 い っ た いと どん な 舞台 に な る の か 、 ま る で 想像 
が つか な か っ た の で す 。 

し か し 、 練 習 風景 を 見 学 さ いせ て いた だ いた と き に 、 そ ん な 不 究 も 吹き 飛び まし た 。 

言葉 を 用 い ず 、 了 肉体 の み で きま ざま な 感情 や 情景 を 演出 する 表現 力 に 圧倒 され た の で す 。 
この 手法 で 描 め れる エダ ァ ン ゲ リ オ ン が 見 て みた い 、 と 牽 直 に 感じ まし た 。 


ラル ビ き さん と の 出会い も 印象 的 で し た 。 

彼 の 言葉 の 端々 を の から 、 エ ヴァ ン ゲ リオ ン に 対し 、 深 い 散 意 を も っ て 下さ っ て いる こと が ひし 
ひし と 伝わっ て きま し た 。 

この 方 な らき っ と 、 エ ヴァ ン ゲ リオ ン の きら な る 可能 性 を 切り 拓 い て くれ る と 感じ まし た 。 


エヴァ ン ゲ リオ ン は これ まで 、 る まさ ざま な 企業 や 団体 と 無数 の コラ ボレー ショ ン を 行っ て き 
まし た 。 

し か し 、 こ こま で 前 衛 的 な 取り 組み は 初め て で す 。 

アニ メー ショ ン と 演劇 は 、 観 る 人 の 心 に 訴 を か ける エン ター テイ メン ト 、 と いう 意味 で は ど 
ちら も 同じ で す が 、 あ る 面 で は 両極 端 と も 言え ます 。 

か た や 設計 図 を も と に 、 細 か いと ころ まで コン トロ ー ル し な が ら 、 表 に 出る こと の な い 大 勢 
の スタ ッ フ が ひと つの 完成 形 を 作り 上 げ て いく 〈。 

か た や 人 と 人 と が 生 で ぶつ か り 合い 、 偶 然 性 $ 伴 いな が ら 、1 回 1 回 、 その と き 限 り の 舞台 
を 観客 に 提供 する 。 

異な る ふた つの エン ター テイ メン ト が 結ば れん た と き 、 と ん な 化学 反応 が 生ま れる の か 。 
今回 の 取り 組み を 通じ て 、 双 方 が 新た な 発見 と 経験 も 得 り られ る こと を 願っ て いま す 。 


今 、 こ の 文章 を 書い て いる 時 点 で は 、 私 も まだ 、 完 成 し た 劇 を 目 に し て いま せん 。 

し か し 、 ラ ルビ さん を は じ め 、 ス タッ フ や キャ スト の 皆さん は 、 本 当 に 真 黄 に 作品 作り に 取 
り 組ん で いま す 。 必 ず 、 観 た 人 の 心 に 何 か を 残す 舞台 に な る と 確信 し て いま す 。 

私 も いち ファ ン と し て 、 開 演 を 楽し み に し て いま す 。 
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エヴァ ング ゲ グリ オン ぐ ざ は ば は 


『 エ ヴァ ング ゲ リオ ン 』 シリ ー ズ は 、 巨 大 な 人 型 決戦 
兵器 | エダ ヴァン ゲ リオ ン ] の パイ ロッ ト と な っ た 14 
歳 の 少年 少女 と 、 謎 の 敵 「 使 徒 ] と の 戦い を 描く 、 世 
界 的 に 人 気 の 高い アニ メー ショ ン で ある 。1995 年 に 
放送 きれ た TV シリ ー ズ 『 新 世紀 エダ ァ ン ゲ リ オ ン 』 
は 、 ス タイ リッ シュ な 映像 と 級 審 な 設定 、 ス トー リー 
展開 な と ど に よっ て 、 ア ニ メ に 馴染 み の 薄 か っ た 層 に も 
幅広 《 く 浸透 し 、 一 大 ムー ブ メ ント を 巻き 起こ し た 。 一 
人 ひと り が 個性 的 で あり な が ら 、 等 身 大 の 人 間 ら し さき 
を 兼ね 備 を た キャ ラク ター に 、 老 若 男女 問わ ず 多 てく の 
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新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 
1995 年 10 月 4 日 一 1996 年 3 月 27 日 
週 水曜 日 TV 東京 系 に て 放映 / 全 26 話 

西暦 2015 年 。 第 3 新 東 京 市 に 、 さ ま ざ ま な 特殊 能力 を 持つ “ 使 
徒 " が 襲来 し た 。 主 人 公 ・ 和 シ ンジ は 、 人 類 が “使徒 " に 対抗 する 
唯一 の 手段 で ある 人 型 決戦 兵器 エヴァ ン ゲ リオ ン の 操縦 者 に 抜 握 さ 
れ て し まう 。 今 、 人 類 の 命運 を 掛け た 戦い の 火 蓄 が 切っ て 落と され 
る 。 果 た し て “使徒 " の 正体 と は ? 少年 た ちと 人 類 の 運命 は ? 


1 
計る 
@⑥ カ ラー ン Project Eva. 


人 々 が 共感 。 一 方 で 、 独 創 的 な 造形 の 巨大 人 型 兵器 が 
繰り 広げ る 鞭 股 な アニ メー ショ ン は 、 ア ニ メ フ ァ ン を 
喰 ら せ 、 き さま ざま な 分 野 の クリ エー ター に 大 き な 刺 激 
を 与 を た 。2007 年 より スタ ー ト し た 劇場 映画 『 テ ダァ 
ン ゲ リラ ン 新 劇場 版 』」 シリ ー ズ で は 、 新 た な 世代 に 向 
けた 物語 が 、 よ り 進 化し た 映像 で 紡が れ 、 若 者 を 中 心 
に さら な る ファ ン を 獲得 。 2021 年 に 公開 され た シリ ー 
ズ 完 結 編 『 シ ン ・ エ ヴァ ン ゲ リオ ン 劇 場 版 』」 は 、 観 客 
動員 数 673 万 人 、 興 行 収入 102.8 億 円 の 大 ヒッ ト を 記 
録 し た 。 
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ヴァ ン ゲ リラ テン 新 出 場 版 : 訂 
2007 年 9 月 1 日 公開 

未 上 角 有 の 大 災害 “セカ ンド イン パク ト "” の 爪痕 を 残し た 地球 一 一 
第 3 新 東京 市 を 目 さ し て “第 4 使徒 " が 襲来 し 、 人 類 の 命運 は 特務 
機関 ネル フ に 委ね られ た 。14 歳 の 少年 ・ 確 シン ジ は 、 連 れ ら れ た 
ネル フ 本 部 で エヴァ ン ゲ リオ ン 初 号機 に 乗り 使徒 と 戦う こと を 強要 
され る 。 言 われ る が まま 初 号 機 に 乗り こん だ シン ジ は 使徒 を 撃退 。 
エヴァ 零 号機 の パイ ロッ ト ・ 綾 濾 レ イ と と も に 、 使 徒 迎撃 の 任 に つ 
く が 、 や が て 襲来 し た “第 6 使徒 " は 初 号機 に 大 損害 を あたえ る 。 
葛城 ミサ ト は 、 日 本 全土 の 電力 を 一 ヵ 所 に 集め 初 号 機 の 陽電子 砲 で 
使徒 を 撃滅 する “ヤシ マ 作 戦 " を 立案 。 果 た し て 人 類 の 運命 は ? 


(リグ 


エヴァ ン ゲ リラ テン 新 劇場 版 : 破 
2009 年 6 月 27 日 公開 

北極 に ある ネル フ の 基地 ・ ベ タニ アベ ー ス で 発掘 され た “第 3 使 
徒 " を エヴァ 仮設 5 号機 で 倒す 、 真 希 波 ・ マ リ ・ イ ラス トリ アス 。 
一 方 、 日 本 に は 式 波 ・ ア スカ ・ ラ ング レー と エヴァ 2 号機 が 到着 し 、 
"第 7 使徒 " を 撃 減 し た 。 そ し て “第 8 使徒 " が 衛星 軌道 上 か ら 飛 
来 し 、 ネ ルフ 本 部 を 藤 撃 。3 機 の エヴァ が 連携 する 作戦 で これ を 迎 
え 撃 ち 、 孤 立 気味 だ どっ た アス カ も 仲間 の 存在 に 目覚 め は じ め る 。 と 
ころ が 、 起 動 実験 中 の エヴァ 3 号機 が “第 9 使徒 " に 乗っ 取ら れ 
て し まう 。 迎 撃 に 出 た シン ジ は 、 そ の 中 に 乗る の が アス カ と 知り 戦 
避 す る 。 在 ゲン ドウ は 初 号 機 の 制御 を ダミ ー シ ス テム に 切り 換え 、 
3 号機 と の 戦闘 を 始め た ……。 


@⑥ カ ラー 


ヴァ ン ゲ リラ テン 新劇 場 版 :Q 
2012 年 11 月 17 日 公開 

14 年 の 歳 月 を 経て 目覚 め た シン ジ は 、 ミ サト ら 元 ネル フ 職 員 が 
新た な クル ー を 加え て 結成 し た 反 ネ ルフ 組織 “ヴィ レ ” の 戦艦 
AAA ヴ ン ダー に いた 。 初 号機 か ら 発見 され た の は シン ジ ひ と り 
で 、 綾 渡 レ イ は いな か っ た 。 だ が 、 シ ンジ 奪還 の た め 急 襲 を し か け 
て きた EVA Mark.09 か ら レ イ の 声 を 聞い た シン ジ は 、 ヴ ンダ ー を 
去り ネル フ へ と 向かう 。 そこ で 出会っ た 消 カ ラル に 導 か れ 、 変 わり 
果て た 大 地 の 姿 を 見 た シン ジ は 、 レ イ を 救済 し た こと を きっ か け に 
“ニア ・ サ ー ド イン パク ト ” が 起き 、 地 球 に 甚大 な 被害 を 与え た こ 
と を 知る の だ っ た 。 


@⑤ カ ラー 


シン ・ エ ヴァ ン ゲ リオ ン 劇 場 版 
2021 年 3 月 8 日 公開 

新た な 劇場 版 シリ ー ズ の 第 4 部 で あり 、 完 結 編 。 ミ サト の 率い 
る 反 ネ ルフ 組織 ヴィ レ は 、 コア 化 で 赤く 染まっ た パリ 旧 市 街 に い 
た 。 旗艦 AAA ヴ ン ダー か ら 選 抜 隊 が 降下 し 、 残 され た 封印 柱 に 取 
りつ く 。 復元 オ すべ の 作業 可能 時 間 は わずか 720 秒 。 決死 の 作戦 遂 
行 中 、 ネ ルフ の EVA が 大 群 で 接近 し 、 マ リ の 改 8 号機 が 迎撃 を 開 
始 し た 。 一 方 、 シ ンジ 、 ア スカ 、 ア ヤナ ミレ イ (仮称 ) の 3 人 は 
日 本 の 大 地 を さま よい 歩い て いた ……。 


エヴァ ゲ リ ル ン 氏 場 且 ]| 


@ カ ラー 
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圭 滅 的 な 状況 な っ た 地球 、 を る こ に 生き 残っ た 人 々 ぐ \ ぷ 、 


「 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 」 に 搭乗 し 、「 使 徒 」 マ 呼ば れる 敵 を 大 滅 する 少年 少 友 た ち 。 


を と て 事態 の 陰 に ある 「 真 実 」 を 知る 一 人 の 男 。 


進行 する 「 計 画 」 を 前 に 男 は 、 凡 罪 再生 の た め 、 世 界 の 秘 審 を 解き 放つ っ 。 


聴 こ を て くる を の 「 声 」 は 、 人 々 を 覚醒 きせ 、 を る と し と バー。 
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Masataka Kubota 


Soshi Tomori 


1988 年 生ま れ 、 神 奈川 県 出身 。2006 年 より 俳優 と し て 活動 を 開始 。 第 77 
回 毎日 映画 コン クー ル 男 優 助 演 賞 、 第 46 回 日 本 アカ デミ ー 賞 ( 最 優秀 助演 
男優 賞 )、 第 32 回 日 本 映画 批評 家 大 賞 (助演 男優 賞 ) な ど 受賞 多数 。 近 年 
の 主 な 出演 作品 に 【 舞 台 】『 唐 版 風 の 又三郎 』【 映 画 ]】『 あ る 男 』、『 湯 道 』【 ド 
ラマ 】『 ノ ン レ ム の 窓 2022・ 秋 「 未 来 か ら 来 た 男 」』(NTV)、『 ア クタ ー ズ ・ 
ショ ー ト ・ フ ィ ル ム 3J(WOWOW) な ど 。 今年 8 月 に は 出演 映画 『 春 に 散る 』、 
9 月 に は 主演 映画 げ 「 ス イー ト ・ マ イ ホ ー ム 』 の 公開 が 控え て いる 。 
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この 作品 に は 伝え を る べき 
真人 が ある ざ \ 信 と て 


今回 の 役割 と し て は お 芝居 が 一 

の で す が 、 イ オリ に は 心情 や 

者 MM 

バレ エ 

、 踊 り を 忘 

2 

ろ い ろ な 身 

よう に 

ラル ビ さ ん も 勧め 

身体 を 使っ た お 

も 楽し め た ら 。 

い 価 値 観 か ら 抜け 出 

イオ リ は 葛藤 し 

ぷら 抜け 出 を そう と する 。 自分 が 

じ て い た 正義 が 覆 る れ て いく の 

を 受け 入れ て いく 〈 役 な の で 、 物 語 

の 始ま りか ら 終 わり まで 、 変 化 が 

続く の が 面白 いで すし 、 彼 女 の 

生々 し い 揺 らき を 表現 し た いで す 。 

この 作品 で は ヒエ ラル キー の 頂 
点 に は 叶 が 、 そ の 下 に 
し て 子供 た ちがい る 。 を 

科 8 の 06。 8 前 和 L2 


い エ ネル ギー を 使う 弊害 が 


だ か ら こ 
争 だ け で な く 、 
覧 に な る 方 々 


Shizuka Ishibashi Iori Kiryu 


1994 年 生ま れ 、 東 京都 出身 。 幼 少 期 よ た り ク ラシック バレ エ を 学び 、 コ ン テ ン 
ポラ リー ダン サー と し て の 活動 を 経て 、15 年 に 俳優 と し て ROGO『 銀 河 鉄道 
の 夜 2015』 で 初舞台 。 以 降 、 舞 台 NODA・MAP『 逆 鱗 』、 初 主演 作品 『 映 画 夜 
空 は いつ で も 最高 密度 の 青色 だ 』 な ど 、 幅 広い ジャ ン ル で 活躍 。 第 60 回 ブル ー 
リボ ン 賞 (新人 賞 )、 第 28 回 日 本 映画 批評 家 大 賞 (主演 女優 賞 ) な ど 受賞 多数 。 
近年 の 主 な 出演 作品 に 【 舞 台 】 木 ノ 下 歌舞 伎 『 桜 姫 東 文章 』【 映 画 】 『 前 科 者 』【 ド 
ラマ 】『 ま ん ぞ く まん ぞ く 』(NHK BS4K・BS プレ ミア ム ) など が ある 。 
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Mizuki Itagaki Nawo Hasumi 


役 の 中 に ある 真実 
た だ を る れ を 伝え る た め に 


この 作品 に は 、 ラ ルビ さん の や 
) た いこ と が 含ま れ て いま す が 、 
今や 作品 自体 が お 生き も の と し て 上 自 
立 し 、 成 長 し て いる よう な 感覚 が 
あり ます 。 日 々 変わ っ て いく 瞬発 
的 な 積み 重ね を 、 本 番 で と う 再 現 

RS 
し 、 そ の た め の 論 理 を 詰め て いく 
Se 

『 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 』 は 世界 鈴 
や 設定 が リア ル で す が 、 ラ ルビ さる 
し と は 『 エ ダァ 』 愛 は 深い けど と 、 演 
者 や 観客 に 設定 を 押し つけ る よう 
な こと は る れ ま せん 。 だ か ら 稽 古 
で も 作品 の 本 質 が 伝わっ て くる し 、 
観客 が 自分 と 了 ら し 合わ せ て 観る 
の で きる 。 デ ー ド よし 
度 の 高い も の に な る と 思い ます 。 

ナラ を 演じ る と 、 誰 か み を 守 ろ 2 
と する 人 は 、 絶 対 に ほか の 誰か が 
守っ て くれ る の だ な と 感じ ます 。 
人 間 は 独り よがり 4 
この 作品 は それ で も 記 
と する 人 を 描き 、 衣 定 し よう と し 

居 


油 


UE 


され て いく 〈 話 で も ある ん で す 。 
そし て 誰か を 守る の は 、 自 分 の 


の 人 間 に よ 
と が で きる 。 半生 9 
演技 で ぶつ けた いと 思い ます 。 


2000 年 生ま れ 、 東 京都 出身 。14 年 に 『 闇 金 ウ ンジ マ 〈 ん Part2』 で 映画 
デビ ュー。 以 降 、 映 画 、 ド ラマ を 中 心 に 活躍 。16 年 に 日 本 映画 批評 家 
大 賞 (新人 男優 賞 ) 受賞 。 近 年 の 主 な 出演 作品 に 【 映 画 ]『 ツ ー ア ウト フ 
ル ベ ー ス 』、『HiGH&LOW THEWORST X』、『 ア クタ ー ズ ・ シ ョ ー ト 
フィ ルム 3J【 ド ラマ 】『 デ キ な いふ た り 』 (EX)、『 ヒ ル 』 (WOWOW)、『 オ 
ー ル ドル ー キ ー』(TBS)、『 ば か や ろ う の キス J』 (NTV) な ど 。 今冬 に 『 正 
直 不 動産 スペ シャ ル 』 (NHK) の 放送 が 控え る 。 
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自分 が 『 エ ザ ァ 』 に 感じ た る の 
る れ を 観客 に 手渡 し た い 


僕 は 映画 や TV アニ メ の 「 ェ 
ダァ ン ゲ リオ ン 』 に 庵野 秀明 さん 
の 私 小説 的 な 要素 を 感じ て きま し 
た し 、 そ れ ら に 触れ る こと で 、 
分 が この 地球 に 存在 する こと を 月 
定 し て も ら え だ 気 が し て いま し た 。 

今回 の 舞台 は オリ ジ ナ ル 作 品 で 
す が 、 ラ ルビ さん が 今 、 地 球 や 世 
界 に つい て 思う こと が 反映 きれ て 
いる 。 ラル ビ さ ん が 自身 を 作品 に 
し て いら っ し ゃ る と いう 意味 で 、 
映画 や TV アニ メ へ の アン サー に 
な っ て いる し 、 地 球 や 世界 と いっ 
た 大 き な も の と 、 個 人 の 内 面 の 両 
方 が 描 あ われ て いる と ころ も 好き で 
すね 。『 エ ヴァ 』」 と いう フィ クシ ョ 
ン を 通し て 、 現 実 を あぶ り 出 すこ 
と に 挑戦 する 作品 だ と 思い ます 。 

トウ マ は と て も 繊細 で 、 だ か ら 
こそ 自分 を 含め 、 す べ て を 全 峨 で 
見 られ る 場所 に いる こと に な っ た 
人 物 。 誰 か に 思わ れ て 登場 する こ 
と が 多い の で 、 彼 の 居 方 に は 誰が 
と の タイ ミン グ で 思い 浮か べた の 
か が 重要 で すね 。 こ の 構造 は 舞台 
オリ ジ ナ ル で すし 、 そ こ を 踏ま え 
た 上 で 、 ト ウマ を と どう 表現 する の 
みか は 、 俳 優 と し て 非常 に チャ レン 
ジ し が い の あ る テー マ で す 。 

僕 は この 舞台 は 人 間 の 話 だ と 
思っ て いま す 。 ご 覧 に な っ た 紗 き 
ん が と どう 受け 取っ て くだ さる の か 
が 楽し みな 反面 、 怖 さる も あり ま 
す 。 で も 僕 が 映画 や TV アニ メ か 
ら 感 じ た よ うに 、 自 分 自身 を 認 
る 勇気 が 与 を られ る も の に で きた 
ら と 思い ます 。 
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水 田 崇 人 叶 ト ウマ 
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Takato Nagata 


Toma Kano 


1993 年 生ま れ 、 福 岡 県 出身 。15 年 より 俳優 と し て 活動 を 開始 。 舞 台 、 映 
像 を 問わ ず 、 幅 広い ジャ ン ル で 活躍 し て いる 。 近 年 の 主 な 出演 作品 に 【 舞 台 】 
『 ハ イ パ ー プ ロジ ェクション 演劇 「 ハ イキ ュー !』 シ リー ズ 、 THOPEJ』、『 パ 

ズ ・ ヴ ィ ジ ッ ト 迷子 の 警察 音楽 隊 』【 映 画 】『 向 田 理髪 店 』 
【 ド ラマ 】『 ガ ン ニ バル 』(Disney+)、『 な に わ の 上 晩 さん ! 美味 し い 美 味 し 
い 走 り 飯 』 (ABC)、『 私 と 夫 と 夫 の 彼氏 』(TX) な ど が ある 。 


坂 ノ 上 茜 


光 条 ・ ヒ ナタ ・ ラ ファ イエ ッ ト 


生身 の 表現 だ か ら こ る 
手渡 せる な に みか を 探し て 


ヒナ タ は 男勝り な 性 格 で 「 と に 
か く 〈 男の子 に 負け た 《 く な い !」| と 
いう 思い が 強い で すね 。 自分 が 女 
性 で ある こと が アイ デン ティ ティ 
に な っ て いて 、 ラ イ バ ル で ある ト 
ウマ に 負け な いよ う 、 人 一 倍 夢 力 
も し て いる 。 その 反面 、 彼 女 に は 
14 歳 の 子供 (とし て の も ろ さ る も あ 
る の で 、 強 気 に 見 を る 次 に 浴 む 肥 
さる を 意 識 し な が ら 、 ヒ ナタ の 人 物 
像 を 立体 的 に 表現 し た いで す 。 

彼女 は トウ マ が いな 《 な っ た 狂 
し さ を 表 に は 出さ きず 、「 ト ウマ が 
は で 


いな く て も 、 
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最初 の 戦闘 が 終わ っ て も 先 の こと 
は わか ら な いし 、 碧 屈し た 思い を 
抱い て いる 。 それ で も 今 を 生き よ 
うと する ヒナ タ に 、 こ の 作品 に 挑 
む 今 の 自分 を 量 ね る こと で 、 彼 女 
の 感情 も より 理解 し て 、 濱 技 に 反 
映 で きた らい いな と 思っ て いま す 。 

ラル ビ さ ん は シー ン ご と に ヒナ 


で 
ぶさ きい ます 。 
その 言葉 が あまり に も 素敵 で 
に 響く の で 、 時 に は 涙 ぐ み そう に 
な る こと も ある 《 く らい で す 。 
私 た ち は 多く の 方 が 愛す る 『 ェ 
ヴァ ン ゲ リオ ン 』 を 舞台 オリ ジ ナ 
ル と し て 表現 し よう と し て いま す 。 
私 自身 、 一 観客 と し て 舞台 や ライ 
ブ を 観る た び 、 生 身 の 表現 の 力 を 
感じ て きま し た 。 ア ニ メ や コミ ッ 
ク 、 映 画 版 へ の 尊 散 の 念 と と も に 、 
私 も ご覧 に な る 方 を 々 に な に か を お 
伝え で きる よう 全力 を 尽 〈 し ます 。 


回 
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Akane Sakanoue 


Hinata La Fayette Kojo 


1995 年 生ま れ 、 県 出身 。2009 年 に 「 け アミューズ 全国 オー ディ ショ ン 2009 
THE PUSH ! マン 」 で 俳優 ・ ル ックス 部 門 賞 受賞 。15 年 に ドラ マ 『 ウ ルト ラマ 
ン X』 で 女優 デビ ュー。 以 降 、 映 画 、 ド ラマ を 中 心 に 活躍 を 続け て いる 。 近年 
の 主 な 出演 作品 に 【 映 画 】『 愛 ちゃ ん 物語 ツ 』、『BAD CITYJ、『 ぬ けろ 、 メ ビ ウ 

J【 ド ラマ 】『 チ ア 尋 ダ ン 』 (TBS)、『 監 察 医 朝顔 』 シ リー ズ (CX)、『 私 が 


獣 に な っ た 夜 』(ABEMA)、『 ヒ ヤマ ケン タロ ウ の 妊娠 』 (Netflix)【TV】『 王 
様 の ブラ ンチ 』 (TBS)、『 町 中 華 で 飲 ろ う ぜ 』(BS-TBS) な ど が ある 。 
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秋津 希 エ リ 


Hirona Murata Eri Akizuki 


彼 友 の 根本 に ある 思い 
る こ に いつ も 耳 を 傾け な が ら 


私 は これ ほど 大きな 舞台 に 出演 
する は 初め て の 経験 な の で 、 お 声 
が けい だ だい ただ とき は 素直 に うれ 
し か っ た で すし 、 同 時 に 『 エ ダァ 
ング リオ ン 』 を どう 舞台 に する の 
だ ろう 7? オリ ジ ナ ルス トー リー 
で な に が 起こ る の だ ろう 7 と 期 
待 が 高まり まし た 。 

今 は エリ に つい て ラル ビ さ ん や 
パイ ロッ ト の みん な と 相談 し な が 
6 模索 し て いる と ころ で す 。 エリ 
こ は お ちゃ ら け た 態度 で 本 心 を 隠 
す よ うな と ころ も あり ます が 、 彼 
女 の 根 本 に は 、 地 球 を 傷つけ た 〈 
な いと いう 思い が あっ て 。 だ か ら 
エヴァ と 人 間 が 自然 を 破壊 する た 
びに 悲し み を 感じ る し 、 ラ ルビ る 
ん か ら も 、 そ の 思い を 大 切 に 
ほし いと お 話 が あり まし た 。 

14 歳 の 少女 を 演じ る と いう 点 

に 関し て は 先 中 学生 と お 仕事 
を すら 栓 お あ り ま し 7 が その 
際 に 感じ た 純粋 る 、 キ ラキ ラ し た 
疾走 感 を 大 切 に し つつ っ 、 劇 中 の パ 
イロ ッ ト た だ たち は 背負 う 任 務 が 重い 分 、 
大 人 び た と ころ も ある と 思う の で 

そこ も 踏ま えて 演 じたい で す 。 

ラル ビ さ ん の 演出 で は 、 セ ッ ト 
に 設け られ た 和 斜面 を 使っ て 人 物 同 
士 の 関係 性 を 表現 する な ど 、 空 間 
を 意識 し て 演技 を 作る 視点 が 興味 
深い で すし 発見 が あり ます 。 ファ 
ン の 方 の 多い 作品 世界 に 携わる こ 

こ は ば 緊張 と し プレッシャー を 感じ 
ます が 、 分 に な に が で きる の か 
を 常に 自問 し な が ら 、 こ れ か ら の 
稽古 に ぉ 取り 組み ます 。 


1996 年 生ま れ 、 兵 庫 県 出身 。 ガ ー ル ズ パ フォ ー マ ン ス ユ ニッ ト 9nine 
メン バー と し て デビ ュー。 現在 は 女優 を 中 心 に 活動 中 。2020 年 に は 短 
編 映画 『 た ま に は 、 大 き な 声 で 』 で 初 主演 を 務め た ほか 、 主 題 歌 ・ 劇 中 
歌 の 作詞 作曲 も 担当 し た 。 近 年 の 主 な 作品 に 【 舞 台 】 コ ンプ ソン ズ 『 わ 
れ ら の 狂気 を 生き 延び る 道 を 教え て くだ さい 』【 映 画 】『 彼 女 来 来 』【 ド 
ラマ 】『 ソ ロモ ン の 偽証 』(WOWOW)、『 ち む ど ん どん 』(NHK)、『 推 
し が 武道 館 い っ て くれ た ら 死 ぬ 』(ABC・EX) な ど が ある 。 
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演技 へ 表 出 きせ る た め に 


い 現実 の 間 に い て 、: 


問 を 抱い て いて 。 


手段 が な 


に 叶 に 
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Kyoko Miyashita 


Etsuko Sakurai 


1975 年 生ま れ 、 東 京都 出身 。 98 年 より 演劇 活動 を 開始 。 演劇 と ダン ス 、 
マイ ム が 融合 し た フィ ジ カ ル シ アタ ー 要 素 を 持つ 舞台 に 多数 出演 。 近 
年 の 主 な 出演 作品 に 【 舞 台 】 劇団 壇 新 感 線 『 け むり の 軍団 」」 イ デビ ア 
ン ・ ク ルー 『 義 務 』、『 本 日 も 休診 』、 ジャン ル ・ ク ロス II『 導 か れる 
よう に 間違う 』、『 野 外 劇 嵐 が 丘 』、『 広 島 ジ ャ ン ゴ 2022』、 劇 団 温泉 
ドラ ゴン 『 悼 、 灯 、 斉藤 』【 映 画 】『108 海馬 五郎 の 復讐 と 冒険 』、『 新 
宿 タ スイ ガー』、『 ヤ ク ザ と 家族 The Family』J な ど が ある 。 
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田中 灯 本 wy*as 


Tetsushi Tanaka 


鋼 の よう な 彼 の 次 に 
反映 きれ て いる も の 


最初 に 今回 の 話 を 聞い た と き は 
正直 な と ころ 、 よ く 『 エ ヴァ ン ゲ リ 
ォ オン] の 舞台 化 を 決意 され た な と 
思い まし た 。 で も 2018 年 に 『 プ ルー 
トゥ PLUTO』 を 観 て 、 作 品 を ま 
と め 上 げ る 力量 に 感嘆 し た の で 、 
ラル ビ さ ん の 演出 な ら ば 、 そ こ に 
身 を 委ね て みた いと 思い まし た 。 

実際 に 稽古 が 始ま っ て みて 感じ 
る の は 、 こ の 作品 の 根底 に ある の 
は 人 間 の カ で あり 、 を そこ に 『 エ ダァ 
ン ゲ リオ ン 』 を 演劇 に する 意味 が 
詰まっ て いる と いう こと で すね 。 

叶 は 目的 の た め に は 手段 を 選び 
ませ ん が 、 そ の 程度 を 稽古 で 模索 
し て いま す 。 今 の と ころ は 極力 、 
人 間 的 な 要素 を 前 き 落 と し た 、 鋼 
鉄 の 男 と いう 方 向 性 で し ょ うか 。 

僕 は これ まで 感情 豊か な 役 を 多 
〈 演 じ て き た し 、 こ うし た キャ ラ 
クタ ー は 、 映 像 な ら ば 成立 きせ や 
すい けれ と ど 、 舞 台 で は そこ を どう 
明確 に 見 せる の か が 難し い 。 自 分 
と し て も 挑戦 と いう と ころ が あり 
ます ね 。 な に し ろ 叶 は 舞台 上 で よ 
ろ け た りつ まず いて も ダメ と いう 
不動 の 男 な の で ( 笑 )。 

叶 が 手 を の ば す も の 、 僕 は そこ 
に 原発 も イ メー ジ す る ん で す 。 今 
は し の げ て いて も 明確 な 未来 は 見 
を な い 。 暮らし は 豊か に な っ だ たけ 
『、 電 力 が 供給 され 続け な けれ ば 
その 豊か る は 維持 で き な い 。 もう 
あと に は 引け な い 、 だ か ら 科 学者 
と し て 突き 進 ぎ し か な い 。 叶 の 姿 
に は 、 今 の 世界 が 如 実 に 反映 され 
て いる と 感じ て いま す 。 


Saneyuki Kano 


1966 年 生ま れ 、 三 重 県 出身 。90 年 に 日 本 大 学芸 術 学部 演劇 学科 を 卒業 。 白 
井 見 、 赤 堀 雅 秋 、 長 塚 圭 史 を 始め と する 演出 家 の 舞 台 作 品 に 出演 。 映 像 作品 
で も 幅広 〈 活躍 する 。『RED レッ ド 』 の 演技 に より 第 50 回 紀伊 國 屋 演劇 賞 ( 個 
人 賞 ) 受賞 。 近 年 の 主 な 出演 作品 に 【 舞 台 】『 近 松 心中 物語 」、『 ケ ダ モ ノンノ 』【 映 
画 】『 余 命 10 年 』、『 シ ン ・ ウ ルト ラマ ン 』【 ド ラマ 】『 真 犯人 フラ グ 』(NTV)、 
『 石 子 と 羽 男 一 な コト で 訴え ます ?ーJ』(TBS)、『 ら ん まん J(NHK) な ど 。 
劇場 版 『 緊 急 取調 室 THE FINAL』 が 今年 6 月 16 日 に 公開 予定 。 
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Dancer Q1. この 作品 に 対す る 印象 。 Q2. あ な た が 「 陸 を 傾け た いと 思う 声 ] と は ? 


大 植 真 太 郎 Shintaro Oue 


A2 ラル ビ が 創る 道標 (ナビ ) を 聞き 間違え な い ! 商 且 つ 周 り の 
ダン サー そし て 俳優 陣 の 意見 や アイ デア に 、 自 分 の 声 (創作 し 形 に 
する ) を も 重ね る 。43 彼 の 演出 並び に 振付 は 、 ダ ン サ ー や 役者 が 
チェ ス の 駒の よう に 動か みる れる か の よう で ある 。 ダンサー 陣 は 駒 で 
いう と ピジョン で あり 統制 と 突飛 な 一 歩 目 で 先陣 を 切り 、 時 々 、 ピ 
ジョ ン を 忘れ る きせ て も くれ る 場面 も ある 。 チ ェ ス で あり な が ら チ ェ 
ス で な いよ と 盤 と や ひっ くり 返し て くれ る 振付 家 だ と 私 は 思っ て いる 。 


17 歳 で 渡 独 、 ロ ー ザ ン ヌ 国際 バレ エコ ンク ー ル で キャ ッシュ プラ イ 
ス 受 賞 。 ド イツ (ハン ブル グ バ レ エ 団 )、 オ ラン ダ (NDT)、 ス ウェ ー 
デン (クル ベリ ー バ レ エ ) な ど で 活 躍 、30 ヵ国 以上 の ステ ー ジ に 立つ 。 
振付 家 と し て ハノーバー 国際 振付 コン クー ル で 最 優秀 賞 、 ス カン ジ ナ 
ビア グラ ンプ リ 賞 な ど 受 賞 多 数 。 本 作 で は 振付 助手 を 務め る 。 


大 宮 大 准 Daisake omiys 


A2 多数 意見 が 増え る 情報 社会 の 中 、 他 の 意見 に 取り 込ま れ な いよ 
うに 自分 の 軸 を も しっかり と 持ち 、 根 を 張り 巡ら せ 、 根 か ら 広 が る 自 
身の上 難 が り 有 る 人 達 を 大 切 に し 、 声 を 聞き た い 。A4 久しぶり の 大 
所 帯 の 舞台 作品 。 一 つの 作品 も 作る こと は と て も 大 変 で す 。 意思 疎 
通 で きる の は 人 間 の 大 き な カ で す が 、 ま た 難し い の も 事実 。 一 期 一 
会 で は ある が 、 こ の 史 間 を 大 切な 仲間 と 作る 喜び を 感じ て 挑ん だ 作 
品 で す 。 


18 歳 より NY を 拠点 に 活動 。 イ ンタ ー ナ ショ ナル ・ ダ ンス ・ 
フェ ステ ィ バ ル ( イ タリ ア ) 優勝 、 ジ ェ イ ディ ン ・ ワ ン ・ ア 
ワー ド ( ア メリ カ ) 優 勝 。 『2020 年 東京 オリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 』 
開会 式 で は 振付 を 担当 、 現 在 松本 市 四賀 地区 に アー ト 施 設 
CAVAMM を 設立 。 地 域 の 文化 交流 を 生み 出す 活動 を 行う 。 02 


革 谷 是 ジ / Nobuhiro Shibuya 

A2 自分 の 内 な る 声 に は 耳 を 傾け る よう に し て いま す 。 す ぐに 周り 
の 目 を 気 に し て し まい 、 基 準 が 自分 以外 と な っ て し まう の で 、 日 常 
的 に 自分 の 声 を 聞く よう に し て いま す 。 その 方 が 踊り も 良く な り ま 
すし ね 。A3 ラル ビ は 、 ダ ン サ ー に 衝 を 持っ て 接し て くれ て いる の 
で 一 緒 に 仕事 を する の は 楽し いで す 。 ク リエ イシ ョ ン で は 、 言 われ 
た こと の 5 倍 く らい を 返す こと を ラル ビ は 求め て いる の で 、 ラ ルビ 
を 通し て 新しい 自分 を 発見 させ て も ら っ て いる 感じ で す 。 


大 学 在学 中 に ヒッ プ ホ ッ プ と 出会い 、DJ の 道 へ 。 そ の 中 で ダン ス 
を 始め 、 卒 業 後に コン テン ポラ リー ダン ス を 始め る 。 ダンサー と し 
て 『 プ ルー トゥ PLUTO』 に 出演 する な ど 国 内 外 で 活動 。 独 自 の 身体 
性 が 認め られ シル ク ・ ド ゥ ・ ソ レイ ユ に アー ティ スト 登録 、 コ ン サ 
ー ト や MV な どの 振付 も 行い 、 振 付 作 品 は 海外 で も 受賞 多数 。 


Q3. 演出 面 を 含め た ラル ビ の 印象 。 Q4. この 作品 に 参加 する こと へ の 思い 、 お ぉ お 客 さ きま へ の メッ セー ジ 。 


AYUMI mi 


A3 ラル ビ さ ん は ダン サー を “踊る 人 ” だ け で な く 〈、 受 居 も し て 人 
形 や 舞台 セッ ト も 操作 し て 、 ダ ン サ ー が 触れ る も の を 踊ら せる 事 に 
よっ て 作品 に 臣 動 感 ち 手 を て いて 、 と て も 勉強 に な り ま す 。A4 ダ 
ン サ ー は 、 一 つの 役 を や る と いう より は 、 少 し ずつ 様々 な 役 を や る 
の で 、 身 体 の 使い 方 や 仕草 な どの 変化 の つけ 方 に 注目 し て 、 楽 し ん 
で 頂け た ら 6 嬉し いで す 。 


身体 か の ら あ ふれ る エナ ジー と 虫 動 感 を 持ち 味 に 、 自 身 の 感性 と 音楽 
を 融合 させ る 、 独 自 の スタ イル を 持つ ダン サー。 鋭敏 な セン ス と 
身体 能力 の 高 さ に より コン テス ト 、 ダ ンス バト ル に 多数 入賞 。 さ ら 
に 国内 外 で の 審査 員 、 ワ ー ク ショ ッ プ 開催 、TV、 シ ョ ー や 舞台 作 
品 へ の 出演 な ど 、 さ ま ざ ま な シー ン へ 活動 範囲 を 広げ て いる 。 


森 電 洒 Jun Morii 

A3 ラル ビ は 何より も 頭 の 回 転 と 判断 が 早く 、 ま た 動き 全般 に 対し 
て の 的 確 な 分 析 と 再現 力 の 高き や 視野 の 広 さ は 一 緒 に ソー ク し て い 
る と も の すご く 勉 強 に な る 、 本 当 に リス ペク ト 出 来る 方 で す 。 A4 
この 作品 を 見 た 人 に と っ て 記憶 に 残る 、 何 か を 考え る きっ か け に な 
る も の で あれ ば 嬉し いで す 。 ま た 舞台 に お ける ダン サー の 重要 性 や 
必要 性 、 表 現 者 と し て の 可能 性 を 提示 出来 れ ば 幸い で 、 ダ ン サ ー が 
今 以上 に 様々 な 分 野 で 活躍 で きる きっ か け に な れ ば 最高 で す 。 


大 学 で 舞踊 に 触れ 、LABAN CENTRE LONDON に て Diploma 取 得 。 

世界 的 な 振付 家 と の ワー ク の か た わら 、 ダ ンス 講師 や 振付 な ど 多岐 
に 活動 。2021 年 より 、 プ ロダ ンス の DL.LEAGUE へ 参入 し た 
LIFULL ALT-RHYTHM の アシ スタ ント ディ レク ター 兼 ダ ン サ ー。 和 
ラル ビ 作 品 に は 18 年 の 『 プ ルー トッ ゥ PLUTO』 に 続い て の 参加 。 


息 本 静 更 Ryoji Sasamoto 


A2 娘 の 声 で す 。 日 常に 流 き れる と 、 ふ と 聴け て いな か っ た 自分 に 
気 が つ 〈 時 が あり ます 。 相手 も $ 自 分 も 当たり 前 に そこ に 居 ま す が 、 
劇 中 の 子供 達 の 様 な 子供 も いる と 思い ます 。 耳 を 傾け た いと 想 え る 
人 が 居る 事 に も 感謝 で す 。A3 ハッ と させ られ た だ た り 、 息 を 呑む 様 な 
明 間 が 、 リ ハー サル 中 何 度 も あり まし た 。 で も それ は 少し で も 何 か 
が 噛み 合わ な いと 消 を えて し まう も の で も あり まし た 。 繊細 さと 大 胆 
き さ 、 そ れ と 人 を 和 ま せる チャ ー ミ ング さ を 持 つ 人 で す 。 


在 米 中 に ニュ ー ヨ ー ク を 代表 する 数 々 の 振付 家 の プ ロジ ェクト に 参 
加 。 ニ ュー ヨー ク ・ タ イム ズ 紙 な ど メ ディ ア に 取り 上 げ ら れ 、2012 
年 に ニュ ー ヨ ー ク ・ ダ ンス & パ フォ ー マ ン ス ・ ア ワー ド ( ベ ッ シ ー 賞 ) 
で 傑出 し た パフ ォ ー マ ー 賞 受賞 。 現 在 は 拠点 を 山口 県 に 移し 、 田 村 
真樹 子 と と も に METHOD B STUDIO を 立ち 上 げ て いる 。 


渡 幅 敵 Hisashi Watanabe 


A2 身体 の 声 で す 。 あ ん まり 社会 的 に 振る 舞い 過ぎ る と 、 身 体 の 声 
が 聞こ を な く 《 な っ て し まう 。 何 か や ら な けれ ば いけ な いこ と が あっ 
て も 、 身 体 が スト レッ チ を 望む な ら そ の まま 続け る よう に し て ます 。 
A4 小学 生 の 頃 か ら 大 好き で 何 度 も $ 観 た 『 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 』。 そん な 
作品 に この 身体 を 使っ て 関わ れる よう に な る な ん て 息 像 し た こと も 
な か っ た の で 正志 と て も ラッ キー だ と 思い ます 。 それ に ラル ビ の 創 
作 過 程 を 内 部 か ら 知 れる の も 、 と て も 勉強 に な っ て ます 。 


身体 研究 家 、 サ ー カ ス ア ー テ ィ ス ト 。20 歳 か ら 独 学 で ジャ グリ ング 、 
倒立 、 軟 体 芸 を 始め 、 ダ ンス や サー カス の 枠 を 越え て 活動 。 独 自 の 身 
体 性 と 哲学 を 反映 し た 作風 が 評価 され 、 今 まで に 20 ヵ国 以上 で 出演 
や 指導 を する 。 倒立 や スト レッ チ の 普及 に も 力 を 入れ て お り 、2023 
年 に は 日 本 初 の 倒立 フェ ステ ィ バ ル を 開催 予定 。 


高 河 礁 太 Shota Takasawa 


A3 モノ の 本 質 の 見 方 …* 深い "部 分 を 常に 大 切 に し て 、 織 細 な 誠 
分 まで 役者 に も ダン サー に も し っ か り と 伝え を て くれ る 。 素晴らしい 
部 分 が あり すき て 語り きれ ませ ん 。A4 自分 の 実名 で も ある “し ょ 
うた "から 、 シ ョ ッ タ 先生 と 上 いう な ん と も あり が た い 役 を や ら せ て 
頂い て いま す 。 是非 そこ に も 注目 し て 頂け る と あり が た いで す 。 ラ 
ルビ が 創り 9 上 げ る 『 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 』 の 世界 を 通し て 、 私 達 の 身 
の 回 0 で 起き て いる 大 切な コト に 気付 いて 頂け る と 思い ます ! 


芝居 の ほか 、 殺 陣 、 ア クシ ョ ン 、 ア クロ バッ ト 、 ブ レイ クダ ン 
ス 、 パ ルク ー ル 、 コ ン テ ン ポラ リー ダン ス 、 ジ ャ ズ ダ ンス 、 ト / 
リッ キン グ も 得意 と し て いる 俳優 。 近 年 の 主 な 出演 作品 に 【 舞 

台 】『 ニ ンジ ャ バッ トマ ン ザ ・ シ ョ ー』、『 歌 妖 曲 一 中 川 大 志 之 4 
承 変化 上 』 な ど が ある 。 / 


権 田 業 久 子 Nanako Gonds 


A3 稽古 前 に 、 い つも に こ や か に 声 を か け て 〈《 だ さる 優し い 方 で 
す 。 ア ドバイ ス の 際 に は 必ず 先 に 「 良 か っ た 点 ] か ら 説 明 し 、 改 善 
点 も 的 確 な の で 、 気 持ち が 落ち 込み 過ぎ ず 前 向き に 稽古 に 取り 組む 
こと が で き て いま す 。A4 誰 $ が 知る アニ メ か ら 生 まれ た 大 舞台 へ 
の 出演 は 初め て な の で 、 カ ン パ ニー の 皆様 に 支え て 頂き 、 多 く の 気 
付き と 学び の 日 々 で す 。 壮 大 な 舞台 セッ ト の 中 で 役名 も 頂け て 
フォ ー マ ン ス で きる 事 、 今 は 緊張 と 嬉し き で いっ ぱい で す ! 


2015 年 チア ダン ス 世 界 大 会 団体 準 優勝 、16 年 全日 本 大 会 ダブ ル 
| ス ・ 団 体 の 2 部 門 で 優勝 。 近 年 の 主 な 出演 作品 に 【 舞 台 】 も も ク 
ー ロー 座 特別 公演 『 姫 は く ノ ー』【 イ ベン ト 】『2020 年 東京 オリ ン ピ 
ッ ク 競 技 大 会 』 閉会 式 な ど 。 地 元 福岡 と 関東 近郊 で 、 チ アダ ンス 

講師 と し て 後進 育成 に 努め る 。 


Sn い 0 還 伊 藤 わ 了 Wako Ito 


A3 ラル ビ さ ん は 、 と に か く こ だ わり が 強い 。 で も それ は 、 作 品 を 


『 愛す る か ら こ そ だ と 思い ます 。 熱 心 に 役者 と 話す ラル ビ さ ん の 姿 を 
た くさ ん 見 か け ま し た 。 そん な ラル ビ さ ん が 作る この 作品 が が と の 
よう に お ゎ 客 様 に 届く の か と て も 楽し み で す 。A4 本 日 は ご 観劇 、 プ 
ld ログ ラム の ご 購入 あり が と う ご ざ いま す 。 記念 すべ きこ の 公演 に 参 
。 加 で きる こと を 本 当 に 嬉し て 思い ます 。 スタ ィング と いう 立場 を 全う 
し 、 た くさ ん の 方 に この 作品 が 届く こと を 心から 祈っ て いま す 。 
1997 年 生ま れ 。 福 島 県 出身 。 渡 辺 ミ ュー ジ カ ル 芸 術 学院 1 其 
卒業 生 。 ク ラシック バレ エ を 武器 に 、 さ ま ざ ま な 舞台 で 活動 し 
て いる 。 近 年 の 主 な 出演 作品 に 【 舞 台 】『 ヴ ェ ラ キッ カ 』、 海 
風 斗 20th Anniversary ドラ マテ ィ ッ クコ ン サ ー ト 『Look at 
1 Me』、『 モ ノノ 怪 化 猫 』 な ど が ある 。 


午 ! 


大 知 Die 6 に 半 


A2 うち で 一 緒 に くら し て いる 大 の 声 で す 。 特に 朝 イ チ と 帰宅 し た 


時 の 「 お ぉ 腹 が 空い て ます !」 と いう 声 (主張 )。 ご 飯 を 食べ た ら 6 次 ョ 間 
は 「 遊 ん で ! 」。… 聞 き 逃 し た く は な いと いう より 、 開 き 逃 が せな 
い 、 で す が ( 笑 )。A3'「 観 る カカ] が すご いで す 。 一 つの アク ショ ン 
か ら 引 き 出 す 情 報 の 量 が 何 倍 に も な っ て いて 、 と れ も 鋭 い 。 そ し て 1 
と て も 情熱 的 な 方 だ な な と 。 あ と は 、 意 外 と ぉ 茶 目 ! よく 冗談 を MM 


言っ て 和 ま せ て くれ ます 。 


2001 年 生ま れ 、 東 京都 出身 。22 年 、 猿 之 助 と 愉快 な 仲間 た ち 『 森 
の 石松 』 で 初舞台 を 踏む 。 以 降 、 同 ユニ ッ ト の 全 作 品 に 出演 し て 
いる 。 近年 の 主 な 出演 作品 に 【 舞 台 】 劇団 チョ コレ ー ト ケー キ 6 っ テ 
『O 六 OO 猫 二 人 生存 ス 』、 二 月 花形 歌舞 伎 『 新 ・ 三 国 志 関羽 篇 』、 1 1 

猿之助 と 愉快 な 仲間 た ち 『 ナ ミダ ドロ ッ プ ス 』 な ど が ある 。 


NM 


Musician 


山 腸 千 栄 Chie Yamawaki 


A3 ラル ビ さ ん は 、 い つも 優し く タ ミ と いう 人 物 の 真 秋 を 教え て 
くだ きい ます 。 太鼓 打 ちと 役者 の 間 に あ る 了 垣根 を 乗り 越え て 、 濱 

に 技 に も 初 挑戦 さす せ て いた だ きま し た 。44 作品 も 作る に あたり 、 
森 雑 万 象 の 声 に 向き 合い 、 日 本 古来 の 音楽 や 言葉 に ヒン ト を 得 な 
が ら 、 太 鼓 や 唄 で 表現 し て いき まし た 。 この 作品 に 込め られ た 想 
い を 、 音 に 乗せ て 、 物 語 の 世界 観 を より 一 層 深 お 届 け で きた ら 
幸い で す 。 


1993 年 生ま れ 、 香 川 県 出身 。 地 元 の チー ム で 太鼓 を 始め 、 看 護 学 
校 を 卒業 後 、2015 年 に 鼓 童 文化 財団 研修 所 へ 入所 。18 年 より 正式 
メン バー と な る 。 舞台 で は 主 に 太鼓 、 笛 、 唄 を 担当 。 と くに 唄 に は 
熱意 を も っ て 取り 組ん で お り 、20 年 の 『 鼓 』 で は 「 こ の 峰 の 」、21 年 
の 『 童 』 で は 「 い の ち 」 を 唄い 、 情 感 あ る 歌声 で 観客 を 魅了 し て いる 。 


品 | 部 好 上 Yoshie Abe 


A1 キャ スト 一 人 ひと り の 動き や 舞台 セッ ト の 全て が 動く 芸術 作 に 
品 の よう に 感じ ます 。 そし て 、 セ リフ の 端々 に は 、 今 を 生き て い * 
る 私 達 に 問い か ける よう な 言葉 が た 《 さ ん ちり ば め ら れ て いて 、 
心 に 響く 作品 だ と 思い ます 。A2 子ども の 心 の 声 で す 。 子 ども は 
正直 な よう で いて 、 大 人 や 環境 に よっ て 本 当 の こと を 言え を な く な 
る 気 が し て いま す 。 そ うな ら な いよ うな 存在 で あり た いで す 。 
1980 年 生ま れ 、 東 京都 出身 。 太 鼓 芸能 集団 鼓 童 副 代 表 。 1999 年 に 鼓 童 
文化 財団 研修 所 に 入所 。2002 年 より メン バー。09 年 か ら 10 年 に か け 
て アク ラム ・ カ ー ン 『Gnosis』 の 世界 ツア ー に 参加 。 和 太鼓 の みな ら ず 歌 、 
演技 に も 才能 を 発揮 し 、 ロ ー レ ンス ・ オ リヴ ィ エ 賞 及 び 、 英 国 舞台 批評 
家 協 会 営 に ノミ ネー ト 。 世 界 的 な アー ティ スト と の 共演 も 多い 。 
また 
太 1 bo 能 集 国 1 草 太鼓 を 中 心 と し た 伝統 的 な 音楽 芸能 に 無限 の 可能 性 を 見 い だ し 、 現 代 へ の 再 創造 を 試み る 


集団 。「 鼓 章 」 と は 、 人 間 に と っ て 基本 的 な リズ ム で ある 心臓 の 鼓動 か ら 音 (お ん ) を と っ 

た 名 前 で 、 大 太鼓 の 響き が 母親 の 胎内 で 聞い た 最初 の 音 (心音 ) を 想起 させ る こと に よる 。 

「 童 (わら べ )」 の 文字 に は 、 子 ども の よう に 何 も の に も と ら わ れる こと な く 無 心 に 太鼓 を 叩 
7 いて いき た いと いう 願い が 込め られ て いる 。 

新潟 県 佐渡 ヶ 島 を 本 拠 地 に 、1981 年 に ドイ ツ の ベル リン 芸術 祭 で デビ ュー。 以来 53 の 

国 と 地域 で 7.000 回 を 超え る 公演 を 行う 。 な か で も 、 多 様 な 文化 や 生き 方 が 響き 合う 「 ひ と 


IS へ つの 地球 」 を テー マ と し た 「 ワ ン ・ ア ー ス ・ ツ アー」 は 、 世 界 各地 で 4.200 回 を 数 える 。 小 

he ま ) 中 高校 生 と の 交流 を 目的 と し た 「 交 流 学校 公演 」 の 実施 、1988 年 より 佐渡 市 と 共に 開催 す 

る 国際 芸術 祭 「 ア ー ス ・ セ レブ レー ショ ン (地球 の 祝祭 )」 で は 、 国 際 交 流 や 地域 振興 へ の 

で 寄与 が 高い 評価 を 得 て い る 。 ワ ー ル ドミ ュー ジッ ク ・ ク ラシック ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ ダ ンス 

ト * パフ ォ ー マ ンス ほか 異な る ジャ ン ル の 優れ た アー ティ スト と の 共演 や 、 世 界 の 主要 な 国際 芸 

・ 引 引 9 引 = 剛一 本 * 衛 祭 、 映 画 音楽 な ど へ 参加 も 多数 。2001 年 に 日 本 人 アー ティ スト と し て 初め て ノー ベル 平 
織 詩 5 5 也 eo 1 ・ 和 賞 コン サー ト へ 出演 。 歌 舞 伝 俳優 で 人 間 国 宝 で も ある 坂東 玉 三郎 氏 と は 「 ア マテ ラス 」 は 


じ め 数 多く の 作品 を 生み 出し 、2012 年 より 2016 年 まで 芸術 監督 に 招 嶋 し て いる 。 


photo:TakashiOkamoto 


【 設 定 解説 】 


特務 機関 メン シュ 


ロゴ マー ク グ 


『 銘 台 ・ エ と エヴァンゲリオン 


「 特務 機関 メン シュ 組織 図 


[総司 令 ] 
叶 サ ネ ユ キ 

エ ウ ヴァン ゲ リオ ン 計 画 の 立 
ち 上 ば げ か ら 関 わり 、 使 徒 紙 
減 の た め に 活動 する 。 


AN 
? 

MENSCH と は ドイ ツ 語 で 人 類 を 意 ツン 

味 する 単語 。、 ロ ゴマ ー ク は レオ ナル 

ド : ダ < ダヴィ ンチ の ドロ ー イ ング 『 ウ 

ィ ト ルウ ィ ウ ス 的 人 体 図 』 を モチ ー 

フ と する 。 さ ら に 詞 章 と し て 古代 ギ 

リシア の 哲学 者 プラ トン の 言葉 、 渡 守 ソウ シ 


The firs 


and best victory is to 


conduer self (最初 に し て 最大 の 


勝利 と は 


分 自身 に 打ち 勝つ こと で 


世界 の 真実 を 知る 男 。 パ イ 
ロッ ト た ち が 通 う 学 校 に 臨 
時 教師 と し て 勤め る 。 


ビヨン ド 』 の 世界 


[戦術 作戦 部 ] 

到 生 イオ リ 

戦術 作戦 部 の トッ プ 。 対 使 
徒 戦闘 で の 指揮 に 加え 、 パ 
イロ ッ ト の ケア も 担当 。 


[技術 開発 部 ] 
桜井 エ ツ コ 

技術 開発 部 の トッ プ 。 機 体 
運用 だ け な く 、 パ イロ ッ ト 
関連 の 計画 に も 関わ る 。 


ある ) が あし ら わ れ て いる 。 


[エヴァ ン ゲ リオ ン o パイ ロッ ト ] 
叶 ト ウマ 
叶 の 息子 。 こ れ ま で の 戦闘 で は エー ス と 
し て 活躍 。 


[エヴァ ン ゲ リオ ン 8 パイ ロッ ト ] 
光 条 ・ ヒ ナタ ・ ラ ファ イエ ッ ト 
ユー ロ 支 部 か ら 転 属 トウ マ に ライ バル 
心 を 燃やす 。 


[エヴァ ン ゲ リオ ン 7 ィ 7 パイロット ] 
羽 純 ナラ 
な に か と 助け て くれ る トウ マ の こと を 慕 
っ て いる 。 


[エヴァ ン ゲ リオ ン 6 パイ ロッ ト ] 
秋津 希 エ リ 

チー ム に 加わ っ た ば か り の 新人 パイ ロッ 
N 


@ 隅 石 の 衝突 と 使徒 の 出現 


群馬 県 で 隅 石 衝突 と され る 大 爆発 が 発生 。 
その 衝撃 に より 地表 に は 直径 1 キロ メー ト 
ル 程 度 の クレ ー タ ー が 形成 され 、 周 囲 に 甚大 
な 被害 を も た らし た 。 

現地 で 被害 者 の 救出 と 避 難 が 行わ れる の と 
同時 に 、 災 害 調査 委員 会 が 発足 。 現 地 調 査 を 
行っ た 委員 会 に よる 最終 レポ ー ト で は 、 分 裂 
し た 彗星 の 一 部 が 落下 し た こと に よる 陣 石 災 
害 と 断定 。 さ ら に クレ ー タ ー 内 に 残さ れ た 了 
石 を 分 析 し た 結果 、 地 球 外 の も の と 思わ れる 
生命 体 を 複数 発見 。 メ ン シ ュ の 発表 に より の 
ち に 「 使 徒 」 と 呼称 され る こと に な る 。 

さら な る 分 析 の 結果 、 使 徒 に 現代 科学 で は 
説明 不可 能 な 形態 進化 が 確認 され た た め 、 持 
来 起こ りう ぅ る 使徒 の 脅威 に 備え 、 政 府 は 特務 
機関 メン シュ の 設立 を 決定 。 

同機 関 総司 令 と し て 叶 サ ネ ユ キ が 着任 。 予 
測 さ れる 使徒 襲来 に 備え た 防衛 、 並 びに 使徒 
区 減 を 目的 に 「 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 計 画 」 を 発 
動 、 来 た る べき 日 に 備え る こと と な っ た 。 


人 @ 新 東京 第 三 開発 特区 の 成立 


一 方 、 復 興 を 急い だ 政府 は 、 被 災 地 を 新 東 
京 第 三 開発 特別 区 域 に 指定 。 将来 、 使 徒 の 衰 
撃 を 受け る 可能 性 を 考慮 し 、 メ ン シ ュ 本 部 を 
設置 する 。 こ うし て 同 地 は エヴァ ン ゲ リオ ン 
計画 を 推進 する 研究 拠点 と し て 、 そ し て 「 使 
徒 迎撃 専用 要塞 都市 」 と し て 、 大 規模 な 再開 


発 が 進め られ た 。 

さら に 同 地 は メン シュ と 繋が り を 持つ 中 学 
校 が 設置 され る な ど 、 学 園 都市 的 な 性 格 も 持 
うさ (に 0 る だ 

こう し て 新 東京 第 三 開発 特区 に 膨大 な り 
ソー ス が 注ぎ 込ま れ た が 、 こ の 事件 以降 、 強 
大 化す る 自然 災害 に より 、 日 本 列島 の 荒廃 は 
進行 。 多 く の 人 々 は 、 限 られ た 生存 可能 な 地 
域 に 身 を 寄せ 合っ て 暮らす よう に な っ て いた 。 

そし て 、 増 大 する 災害 エネ ルギー を 吸収 し 
て 形態 進化 を 遂げ た 使徒 は 、 つ い に 巨 大 な 敵 
と な っ て 出現 。 対 抗 し て エヴァ ン ゲ リオ ン が 
実戦 投入 、 こ こ に 人 類 と 使徒 に よる 、 決 戦 の 
幕 が 切っ て 落と され た の で ある 。 


@ 特務 機関 メン シュ の 設立 


特務 機関 メン シュ で は 、 叶 が 過去 行っ て い 
た 先行 研究 を ベー ス に し て 、 対 使徒 兵器 の 研 
究 開発 に 着手 。 そ れ が エヴァ ン ゲ リオ ン 計 画 
で ある 。 さ ら に 研究 開発 と 並行 し て 組織 の 整 
備 も 進め られ た 。 

当初 は 技術 開発 部 が 発足 の ち に は 桜井 エ 
ツ コ も 加わ り 、 エ ヴァ ン ゲ リオ ン に つい て の 
基礎 研究 、 量 産 機 の 開発 が 行わ れ た 。 

量産 機 が 運用 され る よう に な る と さら な る 
研究 開発 に 加え 、 量 産 機 の 運用 ・ 整 備 を 担 
当 。 エ ツ コ が 同 部 の 責任 者 を 務め る 。 

また 、 エ ヴァ ン ゲ リオ ン の 運用 開始 に 伴 
い 、 新 た に 戦術 作戦 部 が 新設 され た 。 同 部 の 
責任 者 を 務め る の は 豚 生 イオ リ 。 エ ヴァ ン ゲ 


リオ ン 出 撃 の 際 は 、 パ イロ ッ ト と 交信 を 行い 
指揮 を 執る 。 戦 術 作 戦 部 に は 現在 叶 ト ウマ 、 
光 条 ・ ヒ ナタ ・ ラ ファ イエ ッ ト 、 羽 純 ナ ラ 、 秋 
津 希 エリ の 四 人 が パイ ロッ ト に 所 属し て いる 。 


@ 新 東京 第 三 開発 特区 を 襲う 使徒 


陣 石 衝突 と され る 大 爆発 事故 を きっ か け 
に 、 現 れる 使徒 。 彼 ら は 自然 災害 の エネ ル 
ギー に よっ て 形態 進化 し 、 そ れ ぞ れ 風 ・ 水 ・ 
火 ・ 大 地 の 属 性 を 有する 。 メ ン シ ュ の 分 析 に 
より 風 の 使徒 ラフ ァ エ ル 、 水 の 使徒 ガブ リエ 
ル 、 火 の 使徒 ミカ エル 、 大 地 の 使 徒 ウ リエ ル 
の 存在 が 確認 され て いる 。 


火 の 使徒 て く カ エル 
デザ イン : 松岡 象 一 郎 


Evangelion Beyond 
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デザ イン : 松岡 提 一 郎 


エヴァ ン ゲ リオ ン 6 
属性 : 大 地 
機体 色 : シル バー ( 銀 ) 


エヴァ ン ゲ リオ ン ッ 
属性 : 水 
機体 人 色 : チタ ン 


エヴァ ング ゲ リオン p 
属性 : 火 
機体 色 : ゴー ルド ( 金 ) 


エヴァ ン ゲ リオ ン g 
属性 : 風 
機体 色 : コッ パー ( 銅 ) 


e が 完成 。 そ の 後 、 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 8』、 
7、6 が 完成 し 、 現 在 は 四 機 体制 で 運用 。 各 
機体 は 同一 で は な く 、 そ れ ぞ れ タ イプ が あ 
る 。 パ イロ ッ ト は o が 叶 総 司令 の 息子 で ある 


エヴァ ン ゲ リオ ン の 開発 と 運用 


エヴァ ン ゲ リオ ン の 開発 は メン シュ 設立 以 
前 、 叶 を 最高 責任 者 と し て 進め られ て いた プ 


ロジ ェクト に 遡る 。 そ の プロ ジェ クト で 使用 
され た 「 ア ダム カプ セル 」 な どの 先行 研究 に 
加え 、 被 災 地 に 生ま れ た クレ ー タ ー を 調査 し 
た 際 に 得 ら れ た 知見 を も と に 開発 は 進行 。 パ 
イロ ッ ト の 確保 も 含め 開発 は 困難 を 極め た 


叶 ト ウマ 、 8 が ユー ロ 支 部 より 転属 し た 光 
失 ・ ヒ ナタ ・ ラ ラ ァ イエ ッ ト 、 ィ 7 が 羽 純 示 
ラ 、 9 を 秋津 希 エ リ が 担当 。 パ イロ ッ ト に 
CS ブレスレット が 支給 され て お り 、 メ ン 
シュ 本 部 と の 連絡 や 緊急 召集 の 通知 は 、 こ の 


ブレ スレ ッ ト に よっ て 行わ れる 。 


が 、11 年 の 歳 月 を 経て 、 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 


ワラウ スニ ツ に は ドウ NE ヒ ホ タ 、 ナラ NR エリ の それ 
で 、 異 な る カラ ー リ ング が 採用 され て いる 。 
デザ イン : 羽 石 輝 


作品 世界 を 形作る パペット 製作 現場 探訪 

シディ ・ ラ ルビ ・ シ ェ ル カウ イ が 語る よう に 『 舞 台 ・ エ ヴァ ン ゲ リオ ン ビヨン ド 』 で は 、 

演劇 な ら で は の 手法 で SF 世界 を 表現 。 エ ヴァ ン ゲ リオ ン や 使徒 に も パペット な ど を 使用 し て いる 。 
そこ で 使用 され る パペット が どの よう に 製作 され て いる の か 。 工房 と 稽古 場 で の 様子 を 紹介 する 。 


CS ブレスレット 


②③⑤ デ ザイ ン : 松岡 象 一 郎 
リエ デコ ー ル 田中 孝 沿 


(】 
さ @ 
テ @ 


② 組 み 立 て 中 の パー ツ 。 繊細 な 動 
き を 実現 する た め 、 細 心 の 注意 を 
払っ て 作業 が 進め られ る 。 


④ 工 房 に 吊り 下げ られ て いる エヴァ の パー ツ 。 指 
定 色 を 塗装 し 乾い た と ころ で 組み 立て られ る 。 


Controllable System Bracelet ( 制 
御 可能 な シス テム ブレ スレ ッ ト )、 通 
称 CS ブ レス レッ ト 。 メ ン シ ュ 本 部 と 
の 通信 機能 の ほか 、 装 着 者 の 生体 情報 
や 使徒 接近 に よる エネ ルギー 反応 を 示 
す 機 能 を 有する 。 エ ヴァ ン ゲ リオ ン の 
パイ ロッ ト は 、 こ の ブレ スレ ッ ト の 装 
着 が 義務 づけ られ て いる 。 


⑤ 製 作 中 の パペット は 稽古 場 で ダ 
ン サ ー が 試用 。 調 整 ・ 改 善 点 な ど 
を 反映 し た 上 で 完成 させ る 。 


③ 作 成 中 の エヴァ 頭 部 パー ツ 。 各  ④ 水 の 使徒 ガブ リエ ル の 大 型 パ ー 
機 の 個性 を 表現 する た め に 、 デ ィ ツ 。 劇 中 の イメ ー ジ に 合わ せ 質 感 
テー ル が 作り 込ま れ て いる 。 や 色 味 に こだわ り 製 作 さ れ た 。 
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『 プ ルー トッ PLUTO」』 5 年 ・18 年 ) で ご 一 緒 


し た 際 、 世 界 的 な 振付 家 で ある ラル ビ さ る ん の イィ 
マジ ネー ショ ン と 、 そ れ を 形 に し て いく 過程 に 
感動 し た の を 覚え て いま す 。 今 回 は 『 エ ヴァン 


ゲ リ オ ン 』 の 舞台 化 と いう 途方 も な い 壁 。 こ の 
挑戦 に 魅力 を 感じ まし た 。 

まず 求め られ た の は 、 プ ロッ ト や 箱 書き の 段 
階 か らき さまざま な イマ ジ ネ ホー ショ ン を ラル ビ さ る 

に 投げ か け 、 コ ユン セプト を 見 出し て い 〈 お ヨ 
伝い も する こと 。 従っ て 話 は 人 、 人 型 、 関 係 す 
る イメ ー ジ に まで 及び まし た 。 具体 的 な デザ イ 
ン や 技術 的 な 領域 を シチー ム と 共有 し な が ら 、 
『 舞 台 ・ エ ダァ ン ゲ リ オ ン ビヨン ド 』 と は な に 
か 、 と いう 問い へ の 答え を を 互い に 探し て いた よ 
うに 思い ます 。 

私 の 務め は ビジ ュ ア ルディ レク ター と し て 使 
徒 、 ニ エヴァ 、 こ の 二 つ の 根源 、 命 と 惑星 、 人 
9GNG3 と いっ た 要素 8 向上 《 伝 
を る こと 。 そし て 本 作 が オリ ジ ナ ルス トー リー 
と し て 制作 る れる と 決ま っ て か ら 、 熱 狂 的 な 
ト エ ダァ 和夫 ファ ン (私 自身 も 含め ) 
に ご 納得 いた だ くに は 『 エ ダァ 』 の 根源 に 触 
れ 、 それ を 換 骨 NPD 


や 


[INTERVIEW] 
「 舞 台 ・ エ ヴァ ン ゲ リオ ン 
る の 問い を 自身 に 投げ か け な が ら 


体 ・ 正 六面体 ・ 


ビヨン ド 』」 ざ は な に か 2 


頂 植 伊佐 夫 


(ビジ ュ ア ルディ レク ショ ング 衣 箕 デザ イン ) 


正八 面体 ・ 正 二 十 面 体 。 正 十 ニ 


面体 は と ダァ の プロ ト タ イ プ に 当て は め て いま す 。 


また 、 文字 通り の エン ジェ ル で ある ミカ エ 


ルル 、 タダ アァ エル 。 


擦り まし た 。 


形 に する に あたっ て ! 


し 、 エ ヴァ が 最後 に 昇華 し 


ガブ リエ ル 、 ウ リエ ル な ど を 
は 、 哲 学 と 宗教 の 結節 点 を 
そこ で 四 元 素 に 加え 五行 思想 に 着 


し て 5 番目 の エレ メ 


ント に な る の が いい だ ろう と 感じ まし た 。 それ 


が 劇 中 の TREE で あ 0 、 


て いま す 。 


さらに ラル ビ さ ん は 地球 内 部 の 鉱物 に も 着 
目 。 本 作 で の エヴァ の 機体 は 当初 、 さ な が ら 未 


それ は 命 の 象徴 と な っ 


来 の フラ ン ケ ン シ ュ タイ ン の よう に 原作 の 機体 


を 分 解 、 
みか し 最終 的 に 
ある 鉱物 の 色 


再 構築 する 方 向 で 考え て 


この アイ デア を 捨 


に 機体 色 を 変更 し て 


グ ス ー ツ も 紅 余 


まし た が 、 そ 
基づき 構築 3 


H 折 を 経て 劇 中 
れ も 哲学 や 宗教 、 


まし だ 。 し 
て 、 地 球 内 部 に 
いま す 。 プラ 
の 形 に まとまり 
自然 科学 の 祥 に 


れ て いま す 。 


も う 一 つ 重 要 な の は エヴァ と いう 存在 に 、 新 
で 


ン で す 。 
拘束 具 に 押し 


ラル ビ さ ん は 哲学 的 な 観点 か ら 四 元素 に 着目 


し て いま し た 。 それ は た と を えば 火 ・ 風 ・ 水 ・ 土 
で あり 、 


それ に 応答 する プラ トン 立体 の 正四 面 


頂 植 伊佐 夫 
Isao Tsuge 


※ プ ロフ ィ ー ル は P56 参照 。 


E 命 


それ が 此 で し た 。 
込め られ て いま す 
の 源泉 、 そ の 伝承 


バー ラッ プ さ きせ ま し た < 
登場 する 組織 も MENSCH は と どこ か 人 類 補 完 
計画 を 想起 さる せる も の が あり 0、 


意味 の STIMME は 希望 を 象徴 し て 


私 は 映画 シン ・ 仮 面 ラ イィ ダー 
4 作品 で 庵野 秀明 る ん と ご 一 緒 
庵野 さん と ラル ビ さ ん の ぉ ゎ 二 人 に 共通 する 印象 


は 、 沈 思 敵 考 、 


決め ず に 粘る な ど 、 


他 者 の 意見 に 耳 


エヴァ の 素 体 は 
が 、 本 作 で は そ 
と し て 鬼 を オー 


を し て 声 と いう 
いま す 。 
』 (23 年 ) を 始め 、 
し て いま す が 、 


を 貸す 、 限 界 を 


創作 へ の 超人 的 な 執着 と 


いっ た だ も の で す 。 偉 大 な クリ エー ター と ご 一 緒 


する の は 皿 張 


議 と シン パシ ー 


が 伴う も の で す が 


を 感じ られ ます 。 


ぉ 二 人 へ は 不 思 
今回 この よう 


な 機会 わい た だ けた こと を 深 〈 感 謝 い た し ます 。 
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[ 導 談 会] 密 田 正孝 X 石 橋 静 河 宮下 今日 子 X 田 中 幸 司 


向き 合う こと に な っ た 四 人 の 俳優 た ち 。 


大 人 と いう 役どころ か ら 、『 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 』 と いう 「 神 話 ] 
舞台 上 に 有機 的 に 立ち 上 が る 、 大 き な う ね り を 表現 する た め に 今 、 彼 ら が 考え て いる こと と は 7? 
り 合 っ て も ら っ た 。 


ク 


佳境 に 突入 し た 稽古 の 中 で 模索 し て いる も の 、 そ し て 感じ つつ ある 手応え を に つい て 


役 同士 の 関係 性 を 超え た 、 大 き な 表 現 を 


ーー お 稽古 も 徐々 に 進ん で いっ て いる と 思い 
ます が 、 雰 囲 気 の ぼう は いか が で すか ? 
田中 今日 子 さ ん は エ ツ コ を 演じ る ん で すけ 
ど と 、 叶 を 演じ る 身 と し て は 、 エ ツ コ だ け は 仲 
届 だ と 思っ て いた ん で す 。 と ころ が 稽古 が 進 
ん で みる と 「 あ れ !? 一 人 ?」 と 思っ て 。 
宮下 私 も や エ ツ コ は 叶 寄 り で 、 コ ン ビ な の か 
な と 思っ て いた ん で すけ ど ね ( 笑 )。 

田中 だ か ら 今 は 、 一 人 ぼっ ちの 孤独 感 に 葵 
まれ て いま す ( 笑 )。 

窪田 まぁ まぁ ( 笑 )。 ス トー リー 的 に は 僕 
ら は 叶 の 対岸 に いる こと が 絶対 必要 な ん で す 
けど 、 哲 司 さ ん は 一 人 で も 、 僕 ら を 大 きく 受 
け 止 め て くだ さる 。 だ か ら こ ちら も 思い 切り 
ぶつ か っ て いけ ます ね 。 

田中 叶 が 弱い と ぶつ か り が い が な い だ ろ う 
か ら ね 。 衣 連 に も 助け て も ら っ て 鎧 を まとっ 
て 演じ て みよ うか な 、 と 。 

石橋 叶 は 一 人 の 人 間 と いう より 、 世 界 を 牛 
耳 る 存在 の メタ ファ ー の よう な 気 も し ます よ 
ね 。 ほ か の キャ ラク ター に も な ん ら か の メタ 
ファ ー と いう 部 分 は ある と 思う ん で す が 、 と 
くに 叶 は その 要素 が 強い と いう か 。 

田中 だ か ら そ の 分 、 個 人 的 に は 信頼 で きる 
味方 が 欲し いで すね ( 笑 )。 

窪田 で も 、 劇 中 で 「 代 わり は いく ら で も い 
る 」 と か 言っ ちゃ っ て ます か ら ね 。 

田中 そう か ……。 人 の 上 に 立つ 人 は 、 や っ 
ぱり そん な こと を 言っ た ら ダ メ だ ね ……o 
窪田 ・ 石 橋 ・ 宮 下 ( 笑 )。 

宮下 叶 に と っ て も 、 物 語 的 に も 渡 守 が 戻っ 
て くる の が 大 きい ん じゃ な いで すか 。 エ ツ コ 
も 渡 守 に 気づか され る こと が ある し 、 彼 は 新 
た な こと も や っ て くれ る わけ だ か ら 。 

窪田 渡 守 に つい て は 、 ま だ 模索 中 と いう こ 
と も ある けど 、 そ こま で 過去 に は 触れ な いか 
ら 、 そ れ が 難し いと ころ で も あっ て 。 

石橋 脚本 に 描か れ て いな い 部 分 が 、 い ろ い 
ろ 多 いん で す よ ね 。 

窪田 そう そう 。 だから 自分 の 中 に 想像 の 幅 


を 広く 持ち な が ら 、 説 明 は し すぎ な いよ うに 
演じ られ た らい い の か な と 思っ て いる 。 

石橋 渡 守 と イオ リ の 関係 も 、8 年 ぶり に 再 
会 し た と いう だ け で は な い 、 エ モー ショ ナル 
な 部 分 は ある けれ ど ……。 

窪田 この 作品 で は 登場 人 物 み ん な に 、 物 語 
の 本 筋 に 繋が る と ころ が ある ん で す よ ね 。 つ 
まり 、 物 語 の 発火 点 が いろ いろ な と ころ に 
あっ て 、 渡 守 と イオ リ の 関係 も 全体 を 構成 す 
る 一 部 に すぎ な い 。 だ か ら そ こ だ け を トリ ミ 
ング し て 説明 する の は 難し いし 、「 個 〕」 と い 
う よ り 「 全 」 で 語る べき 話 な ん じゃ な いか な 。 
石橋 個人 の ドラ マ が ある よう で いて 、 実 は 
本 質 は そこ で は な い 気 が し ます 。 

窪田 だ か ら 全体 と し て 作品 を 体感 し て ほし 
いで すね 。 自分 た ち も 役 同士 の 関係 性 だ け に 
フォ ー カ ス し て いる わけ で は な いか ら 。 
宮下 感じ て ほし いこ と は 別に ある と いう か 。 
ーー な る ほど 。 そ の 中 で 叶 は メタ ファ ー 的 な 
要素 が 強い と 。 世界 を 生 了 る と いう こと は 、 
叶 は 大 人 の 象徴 な ん で し ょ うか が 。 

窪田 どう だ ろう ? あそこ まで 自分 の し た 
いこ と を 買 き 通す な ん て 、 よ ほど 信念 が な い 
と で き な い こと で す よ ね 。 だ か ら 叶 は ある 意 
味 一 番 純 粋 な 気 ち し ます 。 き っ と 本 当 に 周り 
の こと な ん か どう で も いい の だ ろう し 、 誰 か 
の 思い を 背負 う よ う な 意識 は ある の か な ? 
田中 「 人 類 の た め 」 と は 言っ て いる か ら 正 
義 の つも り で いる ん で す よ ね 。 

宮下 最初 は 純粋 だ っ た か ら 、 イ オリ も エ ツ 
コ も つい て いっ だ た ん で す も ん ね 。 

窪田 正義 の ぶつ か り 合 いで す よ ね 。 

石橋 で も 人 類 の 多く は 、 良 か れ と 思っ て 生 
き な が ら 、 膨 大 な エネ ルギー を 消費 し て ます 
よね 。 限り ある 資源 を 「 人 類 の た め 」 こ と 言っ 
て 掘り 起こ し 燃やし て いる 。 だ か ら 実 際 に は 
私 た ち も そ ちら 側 な ん だ な と 思い ます 。 た と 
えば 高速 増殖 炉 も ん じゅ も 、 無 限 に エネ ル 
ギー が 得 ら れる 素晴らし いも の を 作る は ず 
だ っ た の に 、 全 然 う まく いか な く て 。 そ し て 
うま くい か な か っ た と 未だ に 言え て いな い 。 
田中 そし て 嘘 は バレ る 。 


争い が な く 調 和 の ある 未来 を 残す 。 
それ が テー マ と し て 一 番 大 きい 。 
ー 一 窪田 


窪田 な ん で 叶 は 嘘 を つい ちゃ っ た の か な 。 
田中 被害 が 大 きす ぎ て 対応 し きれ な く な っ 
た の か 。 そ も そ も 叶 も ミス っ ちゃ っ た だ け な 


窪田 ・ 石 橋 ・ 宮 下 (爆笑 )。 

石橋 イオ リ と いう キャ ラク ター は “ 散 し " 
が テー マ に な っ て いる と 思う ん で すけ ど 、 大 
き な テ ー マ だ け に 、 そ れ を 個人 に どう 落と し 
込む か で すね 。 意図 せ ず 起き た こと で も 彼女 
が 傷つい た の は 事実 だ か ら 、 赦 す の は 簡単 で 
は な いし 。 そ こ が 最 大 の 葛藤 な の か な 。 
田中 難し いよ ね 。 こ れ は 大 人 が 子供 を いろ 
いろ な 形 で 利用 し よう と する 話 だ か ら 。 
窪田 で も その 反面 、 エ ツ コ は 子供 の 犠牲 を 
な くそ うと は する し 、 イ オリ も 子供 た ち を 真 
撃 に サポ ー ト し て いる 。 渡 守 も そう だ けど 子 
供 た ち に バト ン を 繋ぐ 役割 を 果たそ うと し て 
いる と は 思う ん で す よ ね 。 争い が な く 調 和 の 
ある 未来 を 残す 。 お そら くそ れ が 作品 の テー 
マ と し て 一 番 大 きい だ ろう し 、 そ の た め に 大 
人 が どう 動く か 。 だ けど ……。 

宮下 それ を どう や る の か が 難し いよ ね 。 今 
は 形 に する 方 法 を 探っ て いて 。 エ ツ コ は と に 
か く ク レバ ー で 、 な に が あっ て も 動揺 し な い 
人 だ と ラル ビ さ ん か ら 言 われ て いて 。 舞台 上 
で ズッコケ た ら お し まい で すね ( 笑 )。 

田中 そこ は 叶 と 一 緒 だ ね 。 仲間 だ ! 
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この 舞台 に 登場 する 女性 に は 、 
人 間 と し て の タフ さ が あ る 。 
ー 一 石橋 


石橋 ( 笑 )。 そ うい えば 、 ラ ルビ さん は 女性 
の 強 さ に つい て よく お 話し され ます ね 。 イオ 
リ も エ ツ コ も タフ な 女性 た ちな ん だ 、 と 。 
宮下 どちら も 強い 女性 な ん だ 、 と 。 

石橋 気 が 強い と か だ け で は な く 、 人 間 と し 
て の タフ さ 、 み た いな こと で す よ ね 。 


固定 概念 を 打ち 壊し た と き に 見 える も の 


ーー お 話 を 伺っ て いる と 皆さん お 互い に 、 率 
直 に 感じ た こと を お 話し され て いる こと が 伝 
わっ て きま す 。 

宮下 な ん か も う 「 な に を 言っ て も 大 丈夫 」 
みた いな 感じ に な っ て ます ね 。 

窪田 正直 な 人 た ち が 集 まっ た チー ム だ か ら 
気兼ね が な いで すね 。 話し た いと ぎ は 話す 
し 、 自 分 の こと が や り た いと き ぎ は 自分 の こと 
を や る 、 み た いな 感じ で す 。 

宮下 だ か ら 居 心地 は も の すご くい い 。 顔 を 
見 れ ば 、 な に を 思っ て いる の か が わか る 。 
窪田 だ か ら 家 に いる みた いな 感覚 が ある ん 
で す 。 気づい た ら そ うな っ て いた 。 

石橋 や ら な いと いけ な いこ と が 多い 分 、 変 
に 遠慮 し て いら れ な いと ころ も あっ て 。 お か 
ば げ で 皆さん と お 近づき に な れ ま し た ( 笑 )。 
ーー その ほか に 、 こ の 稽古 場 な ら で は の 楽し 
いと ころ な ど は あり ます か ? 

石橋 この 現場 に は ダン ス の エキ スパ ー ト が 


大 勢い らっし ゃ る の で 、「 こ れ 、 教 えて くだ 
さい ! 」 と お 願い し て や っ て みて いま す 。 
窪田 よく その シー ン 見 て る 。 

田中 公演 に 関係 する 部 分 だ け で な く 、 個 人 
的 な 興味 で 表現 に コミ ッ ト し て いけ る の が 、 
すご くい い 。 

石橋 それ は すご く 楽 し いで すね 。 

宮下 見 て いて 楽し いし 、 ダ ン サ ー の 皆さん 
と 一 緒 に や る と 本 当 に 楽し いん で す よ 。 あ と 
は 哲司 さん も ……。 

田中 いや いや 、 僕 は ちょ っ と ( 笑 )。 

窪田 哲司 さん も コン テン ポラ リー ダン ス の 
場面 が あめ る じゃ な いで すか 。 

宮下 それ が すご く か っ こい いん で す よ 。 そ 
し て フラ イン グ シ ー ン で の 、 窪 田 くん の 身体 
能力 の 高 さ に も 驚か され まし た 。 

石橋 マイ ケル ・ ジ ャ クソ ン 普 み の 身体 能力 。 
田中 な に が すご いっ て 背中 の 筋肉 で す よ 。 
な か な か あれ だ け の 背中 の 人 っ て いな い 。 
宮下 頭 の 小さ さ に 比べ て 、 肩 幅 の 広 さ が も 
うち ょ っ と お か し いも ん ね ? 

窪田 ・ 石 橋 ・ 田 中 ( 笑 )。 

窪田 台本 を 一 度 置 いて 、 転 換 を 含め た 全体 
の 動き を どう 見 せる の か 、 そ こ を 集中 的 に 稽 
古 する 期間 が あっ た ん で す 。 そ こ で ラル ビ さ 
ん の 指示 に 沿っ て 動き な が ら 、 い ろ い ろ 作 っ 
て みた ん で す よ ね 。 

田中 その と き に で きた 窪田 くん の シー ン が 
すご く 美 し か っ た ん で す よ 。 そ れ だ け で も う 
観る 価値 が ある と 思っ た くら い 。 

宮下 稽古 動画 を 観 た うち の 事務 所 の 人 が 、 
「 窪 田 さ ん は ふだん 、 あ の 運動 能力 を 隠し て 
る の ? 」 と 言っ て いま し た か ら 。 私 や こん な 
に すご いと は 知ら な か っ た で すね 。 

田中 あま り に も 激しく 動い て いた か ら 「 う 
わっ 、 大 丈夫 か !?」 と 思っ た よね 。 

宮下 も う シ ルク ・ ド ゥ ・ ソ レイ ユ み た いで 。 
窪田 や る か ら に は 求め られ る と ころ まで 
持っ て いか な いと いけ な い の で 。 で も 、 あ の 
難し い フ ライ ング を 果たし て 全 公 演 で や り 切 
れる か な (苦笑 )。 フ ライ ング の ワイ ヤー っ て 、 
操る の が な か な か が 難し いん で す よ ね 。 


石橋 し か も 舞台 が 斜面 だ か ら ……。 

窪田 踏ん 張り が 利 か な いん で す よ 。 ワイ 
ヤー の 支点 の 真下 に 体 を 置か な いと いけ な く 
て 。 床 に 印 が つい て いた ん で すけ ど 。 気づい 
た ら そ れ が な く な っ て いて 。 た ぶん 自分 の 靴 
底 に つい て いた ん で すけ ど ( 笑 )。 

田中 ( 笑 )。 け ど 、 窪 田 く ん の フラ イン グ を 
見 た と き に ホッ と し た ん で す よ 。「 こ れ で お 
客 さん に 納得 し て も ら え る ぞ 」 っ て 。 

窪田 動き の 集中 稽古 を し た 期間 の ラス ト 2 
日 くら いで 、 い ろ い ろ な こと が 動き 始め た よ 
うな 感じ が あり まし た ね 。 

宮下 「 あ 、 こ うな る ん だ 」 と 見 えて きた も 
の が あっ た か ら 、 そ れ は すご く 安 心 で きた と 
いう か 。 劇 中 の 歌 に も すご く 癒 や され ます 。 
窪田 すご くわ か り ま す 。 家 に 帰っ て か ら も 、 
頭 の 中 を ずっ と あの 歌 が 流れ て いる ん で す 。 
宮下 ずっ と 稽古 場 で 聴い て いる か ら 、 頭 の 
中 を めぐ っ ちゃ うん だ よね 。 

窪田 (石橋 ) し ー ち ゃ ん も 歌っ て いる し 。 
石橋 私 は 2 曲 く らい 、 鼓 童 の 方 と 一 緒 に 
歌っ て いて 。 稽古 で いろ いろ 考え すぎ て 行き 
詰まっ て くる と 、 そ っ と 私 は (山脇 ) 千 栄 さ 
ん の と ころ に 行っ て 、 歌 の 練習 を し て 癒さ れ 
て 戻っ て き て いま す ( 笑 )。 

宮下 そし て ダン サー の 人 た ちもと て も 素敵 
な ん で す 。 稽古 で は 時 に 重い 空気 に な る こと 


居心地 は も の すご くい い 。 
顔 を 見 れ ば 、 
思っ て いる こと が わか る 。 
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も ある けど 、 み ん な ニコ ニコ し な が ら ど うす 
れ ば よく な る か を 考え て 試し て いる 。 

石橋 ピー ス フ ル な 方 ば か りな ん で す よ ね 。 
宮下 その 中 で も 大 植 さ ん と いう ホッ ト パ ン 
ツ 兄 さん が ( 笑 )、 振 付 助手 と し て みん な を 
まとめ て くれ て いま す 。 め っ ちゃ みん な か ら 
「 裏 太郎 、 真 太郎 」 と 言わ れ て いて 。 

窪田 あの エネ ルギー は 本 当 に すご いで すず す 
ね 。 と て も 癒 や され る し 、「 気 持ち を 落と し 
て いる 場合 じゃ な い ぞ 」 と 思え る 。 

石橋 確か に そう で す よ ね 。 役者 と ダン サー 
と で 役割 が 違う 分 、 全 然 違 う 視 点 か ら 物 事 を 
宛 て くれ て いる と 思い ます し 、 そ れ に 救 わ れ 
る こと も あり ます 。 

ーー あり が と う ご ざ いま す 。 それ で は 最後 に 
今後 の 稽古 に どう 取り 組ん で 、 本 航 に 臨み た 
いか を 教え て くだ さい 。 

田中 僕 は 身体 表現 と の 融合 で すね 。 

窪田 お お っ 『!? 


田中 ダン サー の 皆さん の 邪魔 に な ら な いよ 
うに 頑張 り た いと 思っ て お り ま す ( 笑 )。 
石橋 私 は 可能 性 を 狭め る こと な く 、 最 後 ま 
で 稽古 と この 作品 を 面白 が れ た ら 。 芝居 に 関 
し て 「 普 通 て は 違う な 」 と 感じ て し まう と 考 
え 込 むこ と も あり ます が 、 や っ て みよ うと い 
う 気 持ち を 捨て る こと な く 頑 張り た いで す 。 
宮下 私 は ラル ビ さ ん の お っ し ゃ る こと を 聞 
いて 考え を 深め な が ら 、 稽 古 で さら に ぶっ 飛 
び 、 ぶっ 込ん で いき た いで すね 。 

窪田 今 は 稽古 の 中 で も 一 番 き つい 時 期 だ と 
思い ます 。 い ろ い ろ な こと を 摺り 合わ せる 段 
階 を 迎え て いる けど 、 本 当 に いろ いろ な ジャ 
ン ル の 人 が 集まっ て いる か ら 、 そ こ に は さま 
ざま な 視点 が あっ て 。 守り に 入っ て 固定 概念 
に 寄り か か れ ば 楽 だ けど ご 、 し 一 ちゃ ん が 言う 
通り 、 そ れ を 壊し て 柔軟 に な っ た と き に 見 え 
て くる も の が 絶対 に ある 。 こ の 舞台 が 観 て く 
れる みな さん に どう 届く の か は 未知 だ し 、 今 


これ で お 客 さ ん 納得 し て も ら え る 。 
舞台 上 の 窪田 くん を 見 て そう 思っ た 。 
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も 大 変 で は ある けれ ど 、 な ん で も や っ て みる 
こと で 、 本 番 で いい 顔 に な れ て いる ん じゃ な 
いか な 。 そ うな れる よう 、 苦難 の 中 に 一 筋 の 
光 を 見 つけ て 、 答 え を 出し て きた いと 思っ て 
いま す 。 
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[座談 会 ] 板垣 瑞生 X 永 田 祭 人 メ 坂 クノ フ 上 禁 メ 村田 寛 奈 


エヴァ ン ゲ リオ ン の パイ ロッ ト と し て 、 新 た な 『 エ ダァ 』 世 界 を 生き る 四 人 の 俳優 た ち 。 
子供 の よう な 「 大 人 ] た ちと 向き 合い 、 戦 い に 身 を 投じ る パイ ロッ ト を 、 彼 ら は どう 演じ よう と し て いる の みか ? 


互い を 認め 合い 、 信 じ て 切 確 球磨 する 思い 。 それ ぞ れ を 反映 し て 生ま れつ つ あ る 「 子 供 ] た ち に つい て 語り 合う 。 
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チー ム だ か ら わ か る 、 素 顔 と 役 の 距離 


ーー パイ ロッ トチ ー ム の 四 人 は 、 非 常に 仲良 
し だ と 伺っ て いま す が ……? 

永田 エヴァ の パイ ロッ ト 役 を 与え られ た 人 
たち だ け あ っ て 、 僕 は さて お き 三 人 は 心 に ピュ 
ア な 部 分 が あっ て …… な ん で 笑っ て る の ? 
村田 「 僕 は さて お き 」 と いう 前 置き が 面白 
く て 笑っ ちゃ いま し た ( 笑 )。 

永田 で 、 僕 は 一 生 懸 命 そ こ に 行こ うと 頑 
張っ て いる と ころ で す ( 笑 )。 

板垣 それ ぞ れ が 役 に 近 いか ら 、 劇 中 で も 自 
然 に 役割 が 分 担 で き て いる し 、 会 話 も 棚 歯 な 
く 進ん で いく 。 チ ー ム ワー ク が いい ん で す 。 
村田 皆さん と は 初め まし て だ っ た か ら 最 初 
は 緊張 し まし た が 、 作 品 や 台本 に つい て 四 人 
で 話す 機会 も 多く て 。 空き 時 間 も み ん な で 
し ゃ べ っ て いる よね 。 

坂 ノ 上 生産 性 の ある 話 か ら 生産 性 の な い 話 
まで ( 笑 )。 一緒 に いる と 安心 感 が め ある ん で 
す よ 。 そ れ ぞ れ の キャ ラク ター が いい 感じ に 
役 に ハ マ っ て いま す 。 

ーー で は 、 そ れ ぞ れ が 演じ る 役 と ご 本 人 の 
キャ ラク ター に つい て も お 聞き し た いで す 。 
永田 演じ る 役 を 通じ て 、 本 人 の キャ ラク 
ター を あぶ り 出 す 、 と いう こと で すね ? 
板垣 トウ マ は エー スパ イロ ッ ト だ けど 、 今 
回 も この 中 で は 永田 くん が エー ス だ と 思う ん 
で す 。 年 齢 ち 上 だ し 舞台 の 経験 も 多く て 、 大 
人 と し て し っ か り し た 部 分 を 持っ て いる 。 軒 
直 に 努力 する 人 な の で 、 そ こ が ト ウマ が パイ 
ロッ トル ー ム で 練習 する 姿 と も 重なっ て 。 
永田 …… 聞い て いる と グッ と 来 ち ゃ うな 。 
板垣 背中 を 見 て る と 僕たち も 頑張 ら な ぎゃ 
と 思い ます ね 。 

村田 私 も 演技 や キャ ラク ター に つい て 守 人 
くん に 聞く こと が 多い し 、 そ れ は トウ マ に 重 
な る よう な 気 が し ます 。 

坂 ノ 上 一 見 お ちゃ ら け て いる よう で 、 実 は 
すご く 作 品 や 役 を 考え て いる 人 。 その 真面目 
さや 繊細 さ は トウ マ に 似 て いる し 、 い つも 子 
供 チ ー ム の 先陣 を 切っ て くれ る ん で す 。 


永田 …… この 座談 会 、 参 加 し て よかっ た 。 
板垣 ・ 坂 ノ 上 ・ 村 田 ( 笑 )。 

永田 瑞生 は 小さ い 頃 か ら お 芝居 を し て いる 
し 、 舞 台 は 初め て だ か ら 最 初 は 戸惑っ た か も 
し れ な けど 、 今 は すご く 弾 け て いて 、 す ご い 
俳優 だ と 思い ます 。 稽古 で も や 、 あ る シー ン で 
彼 の お 芝居 が 飛び 抜け て よかっ た こと が あっ 
て 。 ナ ラ ヲ が トウ マ を 思っ て 話す シー ン な ん で 
す が 嘘 偽り が 一 つも な く て 、 ハ ケ て か ら 
ちょ っ と 泣き そう に な り ま し た か ら 。 あ 、 で 
も 、 そ うい う 話 を する ん じゃ な いで す よ ね ? 
板垣 えっ 、 そ うい うこ と で し ょ ! 

村田 ( 笑 )。 ナ ヲ に は な に を 考え て る か わか 
ら な いと ころ が ある けど 、 瑞 生 く ん に も と き ぎ 
どき そう いう 瞬間 が あっ て ( 笑 )。 さ っ き 崇 
人 くん が 言っ た シー ン も 、 今 まで と 全然 違う 
も の を パッ と 出せ る し 、 そ うい う も の を 受け 
取っ て 繋が な けれ ば と 、 い い 意 味 で プレ ッ 
シャ ー や 刺激 を も ら っ て いま す 。 

坂 ノ 上 瑞生 くん は ミス テリ アス だ けど 、 相 
談 す る と いろ いろ 考え て 説明 し て くれ る ん で 
す 。 で も 話 が 私 の キャ パ を 超え て 、 内 容 が わ 
か ら な く な る こと が ある の は 申し 訳 な いで す 
( 笑 )。 で も 本 当 に まっ すぐ 堂々 と し て いて 。 
それ が ナラ ヲ の 存在 感 に リン ク し て いま す 。 
板垣 あり が と う ご ざ いま す ! 

永田 次 は 茜 に 行き まま すか? 茜 は 今 ま で に 
出会っ た こと が な い タ イプ と いう か ………、 て 
の 世 の 悪 いや の を 、 ま だ な に も 見 た こと が な 
いん じゃ な いか な 。 そ し て 彼女 が いる と 雰 囲 
気 が 一 瞬 で 変わ る 。 天性 の “ 華 " で すね 。 
板垣 才能 と いう こと だ よね 。 

永田 うん うん 。 今日 は ここ に いな いか ら 、 
特別 に 言い ます けど ……。 

坂 ノ 上 いる よ て 、 こ こ に ! ( 笑 )。 

板垣 茜 さ ん に は ある 種 の 天真 燃 浸 さ 、 自 己 
中 心 で は な い 、 周 り に いい 影響 を そく れる 天真 
燃 温 ご が ある か ら 、 ヒ ナタ は ハマ り 役 だ と 思 
いま し た 。 僕 も いろ いろ な ヒナ タ を 引き 出せ 
た らい いな と 思う し 、 茜 さん は 底 が 知れ な い 、 
突破 力 の ある ロケ ッ ト み た いな 人 だ か ら 、 こ 
れ か ら の 稽古 で も や も っ と 飛ば し て ほし い 。 


それ ぞ れ が 役 に 近 いか ら 、 
劇 中 で も 自然 と 役割 が 分 担 で きる 。 
ー 一 板垣 


村田 茜 ち ゃ ん は と て も まっ すぐ だ か ら 、 茜 
ちゃ ん の ヒナ タ か ら は 全力 投球 の 強い 意志 を 
感じ ます 。 ヒ ナタ と エリ は 二 人 で いる こと が 
多く て 、 私 た ち も 楽 屋 が 一 緒 で 、 稽 古 場 の 席 
も 隣 だ か ら よ くし ゃ べ る ん で す 。 茜 ち ゃ ん は 
な ん に で も 興味 津々 で 、 話 を し て いる と 私 も 
一 緒 に いろ いろ な こと を 考え られ る 。 劇 中 で 
は エリ と ヒナ タ は バチ バチ し て る よう に 見 え 
る けど 心 の 底 で は 繋が っ て いる 。 その 関係 性 
を 素 を 通し て 作れ て いる 気 が し ます 。 

永田 じゃ あ 最 後 は 寛 奈 の ター ン で すけ ど 。 
村田 …… 最後 だ か ら っ て 、 悪 口 ば か り 言 っ 
た り し な いで ね ? 

永田 そん な こと し な いっ て ! 

く 口 調 を 変え て ) な ん か この 前 て 。 
板垣 も う 寛 奈 さ ん が ~。 

村田 や め て 一 ! ( 笑 )。 

永田 寛 奈 も チャ ラン ポラ ン な ふり を し て い 
る けど 、 非 常に クレ バー な ん で す よ 。 い ろ い 
ろ な こと を 考え て いる し 、 誰 に も 持っ て な い 
色 を 持っ て いて 、 実 は ミス テリ アス 。 

板垣 そこ は 僕 に 近い 感じ ? 

永田 …… ちょ っ と 違う か な ( 笑 )。 

坂 ノ 上 ・ 村 田 ( 笑 )。 

永田 すご く 魅 力 的 だ し 、 人 間 関 係 の 潤滑 油 
に な っ て くれ て いる 。 グ ルー プ に いた 経験 が 
長い か ら 周 囲 に 気 が 遣 える し 、 そ うい う 意 味 


(悪口 っ ぽ 
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地味 だ けど 不思議 な 状態 を 作る の は 
実は 一 番 難 し い 。 


テー 示 国 


で 一 番 大 人 で す 。 こ うい うふ うに 振る 舞 わ な 
いと いけ な いな と 思っ て 尊敬 し て ます 。 
村田 や っ た ね ! 

板垣 そし て 寛 奈 さん は エリ と し て 作品 の 
テー マ を 担う けど 、 こ の 四 人 の 中 で 言え ば 、 
寛 奈 さん が その 役割 に 一 番 ふ さわ し いと 思 
う 。 稽古 を 見 て いて も 「 こ の 人 な ら 、 観 客 に 
テー マ を 届け られ る 」 と 感じ られ る か ら で す 。 
ある 種 の 精神 性 、 慈 愛 み た いな も の が あっ 
て 、 和 柔らか いけ ど 強 い 。 そ うい う 意 味 で は 、 
ラル ビ さ ん に 一 番 近い の か も し れ な いで すね 。 
坂 ノ 上 最初 に 会 っ た と き は クー ル な イメ ー 
ジ が あっ た けど 、 実 は と て も 気さく だ し スッ 
と 人 の 輪 に 入れ る 人 で す よ ね 。 こ の 四 人 を 回 
し て くれ て いる の は 寛 奈 ちゃ ん だ と 思う し 、 
そう いう 寛 奈 ちゃ ん が 演じ る か ら こ そ 、 エ リ 
が いる ん だ と 感じ ます 。 た だ や さ し い だ け で 
は な く 、 悩 みな が ら も 「 自 分 は こう し た い 」 
と いう 意思 を 持つ 役柄 が 、 本 当 に 見 て いて 
ぴっ た りな ん で す 。 


エヴァ パイ ロッ ト と し て の 心 と 身体 を 


ーー で は 次 に エヴァ の パイ ロッ ト を 演じ る 面 
さ 、 大 変 さ を 教え て いた だ け ま すか 。 

板垣 子供 と し て 、 大 人 に 抵抗 し な けれ ば い 
け な い と ころ が 大 変 だ と 思い ます 。 子供 っ ぽ 
い 大 人 た ちがい る と いう 事実 と 向き 合い 、 大 


人 び た 子 供 と し て 彼ら に どう 返し て いく の 
か 。 そ れ を 考え る の が 日 々 の 楽し み で すね 。 
子供 の 頃 は 「 大 人 に な れ 」 と 言わ れ て いた け 
ど 、 い ざ 大 人 と 言わ れる 年 齢 に な る と 、 実 は 
子供 っ ぽい 大 人 も 大 勢い る こと が わか っ て し 
まっ た ん で す よ ね 。 

永田 まさ に これ は そう いう 話 だ か ら ね 。 
板垣 そし て 、 こ の 作品 は 子供 た ち が 支 える 
部 分 も 大 きい と 思う けれ ど 、 そ れ は この 四 人 
で な けれ は ば 無理 だ っ た よう な 気 が し ます 。 僕 
ら が バラ バラ に な っ て し まっ た ら 、 き っ と 大 
変 な こと に な る と 思う か ら 。 

永田 瑞生 の 中 で 、 こ れ ま で の 経験 も ナ ヲ の 
役 作り に 繋が っ て いる の は 面白 いよ ね 。 で も 
いい こと を 言わ れ す ぎ ちゃ っ た か ら み ん な 、 
話す こと が な く な っ だ た ん じゃ な い ? 

村田 じゃ あこ れ で お し まい に する ? ( 笑 )。 
板垣 いや ! な に か ある で し ょ う ! 

永田 じゃ あ 僕 は フラ イン グ の 話 を し よう か 
な 。 エ ヴァ に パイ ロッ ト が 搭乗 する シー ン を 
フラ イン グ で 表現 する ん で すけ ど 、 フ ライ ン 
グ っ て た だ 釣り 上 げ ら れ て 回 っ た り 、 ジ ャ ン 
プ し た りす れ ば いい わけ で は な いん で す 。 派 
手 な 動き は 、 そ う 使 う よ う に 作ら れ て いる か 
ら 意 外 と で きる ん だ けど 、 足 は 床 に つい て い 
る けど 体 は 浮い て いる 、 み た いな 、 地 味 だ け 
ど と 不思議 な 状態 を 作る の が 難し く て 。 
坂 ノ 上 うん 。 難し いよ ね 。 

永田 そこ は エヴァ に 搭乗 し て いる 様子 と 大 
人 の 管理 下 に 置か れ た 子供 の ひ ダ ブル ミー ニン 
グ に な っ て いて 。 ラ ルビ さん は 自分 や 機体 を 
コン トロ ー ル する 不 自由 さと 結び つけ て いる 
の が 面白 いん で すけ ど ……。 や る 側 と し て は 
最初 に や っ た 日 の 筋肉 痛 が も う ヤ バ く て 。 み 
ん な で 筋肉 痛 だ と 言っ て いた ら 、 寛 奈 だ け は 
「 私 は 別に ……」 と か 言っ て いて 。 で も 翌日 、 
僕ら の 筋肉 痛 が 落ち 着い た 頃 に な っ て 「 ち ょ っ 
と 来 た か も ……」 と 言っ て まし た ( 笑 )。 
板垣 来 て る じゃ ん ( 笑 )。 

坂 ノ 上 遅れ て くる の 、 逆 に ヤバ いよ ! 
村田 そう な の 。 で 、 最 近 は 毎日 来る よう に 
な り ま し た ( 笑 )。 動き の 集中 稽古 し た と き 、 


結構 長 時 間 ワ イヤ ー に 釣ら れ た ん で すけ ど 。 
翌日 起き た ら 歩 け な い か も 、 と 思う くら い の 
筋肉 痛 で 。 ベッ ド か ら 降 り よ うと し た ら 感 覚 
が バグ っ て いる の か が か 膝 が カク ン と な っ て 。 
坂 ノ 上 ええ ー っ ! 

板垣 あと さ 、 寝 て る と き に 体 が ピク ッ ! 
と な ら な か っ た ? 

村田 な っ た な っ た ! 

永田 それ 、 疲 れ 過ぎ る と な る や つ だ か ら ! 
板垣 そう な ん だ 。 初め て な っ た か ら ……。 
村田 ワイ ヤー で 釣ら れ た せい か と 思っ た 。 
永田 まぁ 、 簡 単に や っ て いる よう に 見 える 
で し ょ うけ ど 、 も う 本 当 に 大 変 だ し 難し く て 
( 笑 )。 そ こ が 伝 わら な い の が くやし いね 。 
村田 確か に くやし いけ ど 、 難 し そう だ な と 
思わ せる の も ダメ だ か ら ( 笑 )。 

坂 ノ 上 稽古 で 見 る と 、 本 当 に きれ いな シー 
ン に な っ て いる ん で す よ ね 。 

永田 本 番 終 わり に お 客 さ ん 一 人 ずつ 、 パ イ 
ロッ ト に な っ て も らい た いく らい 。 

村田 エヴァ パイ ロッ ト 体 験 ! ( 笑 )。 

板垣 じゃ あ 装 着 と か 僕ら で や る の で 開催 し 
ます か ( 笑 )。「 右 回 り 右 回 り 、 は 一 い 、 難 し 
いで し ょ ?」 っ て 。 

永田 ・ 坂 ノ 上 ・ 村 田 (爆笑 )。 

坂 ノ エ 上 フラ イン グ も 大 変 だ けど 、 私 は ヒナ 
タ が エヴァ に 乗る 意味 と か を 考え 出し た ら 、 


余白 の ある 作品 な ら で は の 曖昧 さ 。 
それ を 受け 止め 、 答 え を 探し た い 。 
ー 一 坂 ノ 上 


も うき り が な く な っ ちゃ う 。 こ れ だ と いう 答 
え が 見 つか ら な いこ と に 苦労 し て いる か も し 
れ な い 。 表面 的 に は 「 エ ヴァ に 乗り た い ! 
そし て 勝つ ! 」 と いう 主張 は ある けど 、 ヒ ナ 
タ に は きっ と それ 以外 に 、 考 えて いる こと が 
いっ ぱい ある だ ろう か ら 。 

板垣 エヴァ パイ ロッ ト ら し い 悩 み だ ね 。 
永田 だ か ら も う 、 茜 は パイ ロッ ト に な っ て 
いる と いう こと だ よね 。 

坂 ノ 上 そう か も ( 笑 )。 そ うい うと ころ 、 
みん な は どう や っ て 考え て る ? 

永田 トウ マ は 「 目 の 前 の 大 切な 人 、 一 人 の 
た め に 戦え 」 と 言わ れる か ら 、 そ うい うこ と 
な の か な 。 そ れ は 各々 に ある の か も し れ な い 
し 、 な い 人 も いる の か も し れ な い 。 

坂 ノ 上 そう 教育 され て きた か ら 、 疑 問 を 持 
た な い の か な と も 思う けど 、 命 を 懸け て 戦う 
の は 絶対 に 怖い だ ろう し 。 教育 で 菅 頂 を 克服 
で きる の か と か 考え る と きり が な く て 。 


永田 そう いう 意味 で は 子供 た ち も 、 自 分 の 
中 に 双 盾 を 抱え な が ら 生 き て いる の か も し れ 
な いね 。 自分 も 「 な せ 俳 優 を や っ て いる の か 」 
と 聞か れ て も 、 一 言 で は 言え な いと いう か が 。 
板垣 た だ 、 不 安 で は ある よね 。 役 に と っ て 
の 大 き な 目 的 が 定まら な い の は 。 トウ マ が い 
な く な っ て 、 そ の 目的 を 失っ た と いう 捉え 方 
も で きる か も し れ な いけ ど 。 

坂 ノ 上 うん 。 余白 の 多い 作品 だ か ら こ そ 、 
そう いう 曖昧 さも 必要 な の か な と も 思う けど 、 
自分 の 中 で モヤ モヤ する と いう か 。 これから 
の 稽古 で ちょ うど いい と ころ を 見 つけ た い 。 
村田 エリ も 担う テー マ が 大 きい か ら 、 そ れ 
を すぐ に 自分 の こと に する の は 難し い 。 演じ 
て いく 中 で 感覚 的 に 、 自 分 の 中 に 落と せ た だ たら 
いい の か な 。 公演 も や これ だ け あ る か ら 変 わっ 
て いく と ころ も あり そう じゃ な い ? 

永田 そこ は 変わ っ て いい と 僕 は 思う 。 急 に 
出 て こ な く な る と か は ダメ だ けど ( 笑 )。 


エリ が 担う 大 き な テ ー マ を 
演技 を 重ね て 上 自分 に 落と せ た ら 。 


村田 


板垣 ・ 坂 ノ 上 ・ 村 田 ( 笑 )。 

永田 あく まで 僕 の 考え だ けど 、 辿 る 道筋 は 
違っ て いい と 思う し 「 今 日 は こう 考え て みる 
こと が で きた な 」 と 総括 で きる と きっ と 楽し 
いん じゃ な いか と 思っ て いま す 。 
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上 演 脚 本 


波 部 売 平 
Ryohei Watanabe 


2010 年 に 第 23 回 シナ リオ 作家 協会 大 伴 昌司 賞 佳 
作 を 受賞 。 同 年 『 ア ザ ミ 嬢 の ララ バイ 』(MBS) 
で 脚本 家 デ ビュ ー。 12 年 に 自主 制作 映画 『 か し こ 
い 狗 は 、 咲 え ず に 笑う 』 が ぴあ フィ ルム フェ ステ ィ 
バル に 入選 し エン タテ イン メン ト 賞 及び 映画 ファ 
ン 賞 受賞 。 第 22 回 TAMA NEW WAVE で グラ ン 
プリ 受賞 。 14 年 に 第 23 回 日 本 映画 プロ フェ ッ シ ョ 
ナル 大 賞 で 新人 監督 賞 を 受賞 。 現 在 は ドラ マ 、 映 
画 の 脚本 や 監督 の ほか 、CM や MV で も 活躍 。 近 
年 の 主 な 作品 に 【 映 画 ] 『3 月 の ライ オン 』 (脚本 )、 
『 ビ ブリ ア 古 書 堂 の 事件 手帖 』( 脚 本 )、『 麻 雀 放浪 
記 2020』( 脚 本 )、『 豪 惑 し ん で れ ら 』 (脚本 監督 ) 
な ど が ある 。 


和志 楽 

アレ クサ ンド ル ・ ダ イ ・ カ スタ ン 
Alexandre Dai Castaing 

フラ ンス 人 の 父 と ベト ナム 人 の 母 の も と 、 パ リ 近 
郊 で 生ま れ 育 ち 、6 歳 か ら ク ラシック ピア ノ を 始 
め 、 パ リ で クラ シッ ク ピ ア ノ 、 ジ ュ ネ ー ブ で 現代 
音楽 と ジャ ズ ド ラム 、 伝 統 的 な ベト ナム の 太鼓 を 
学 ぶ 。Bruno LETORT の 現代 音楽 レー ベル 
Musicube か ら ソ ロ アル バム 『Tear ls Dancing』、 
イギリス の レー ベル Bit Phalanx か ら 、 沖 縄 の 伝 
統 楽器 と エレ クト ロ を 融合 させ た Sayaconcept 
の アル バム 『S6kiET』 を リリ ー ス 。 映 画 、 広 告 、 ゲ ー 
ム 、 サ ー カ ス 、 ア ニ メ な ど に 楽曲 を 提供 し 、 ネ ス 
レ 、 シ トロ エン 、 プ ジョ ー な ど 100 を 超え る CM 
に 携わる 。 多 く の 振付 家 に も 作品 を 提供 し て お り 、 
2022 年 に は シディ ・ ラ ルビ ・ シ ェ ル カウ イ 
『Ukiyo-e 浮世 絵 』 の 楽曲 を 共同 作曲 し た 。 


映像 制作 や!!!6〔q†〈†0] 〇 ]」V〔VQ〔vstWQWMWQ〔 
マキ シム ・ ギ スク ラン 
Maxime Guislain 

ベル ギー 出身 の CG 舞台 映像 クリ エイ ター。 流 
体 計算 ・ 物 理 計算 を 駆使 し た CG 表 現 を 得意 と し 、 
繊細 で リア ル な 映像 と ダイ ナミ ッ ク な 3D ア ニ 
メー ショ ン で 、 圧 倒 的 な 世界 を 生み 出し 続け て い 
る 。 そ の ハイ セン ス な 映像 は プロ ジェ クシ ョ ン 
マッ ピン グ や 舞台 空間 な ど で 力 を 発揮 し 、 豊 か な 
ライ ティ ング と 空間 性 が 生み 出す CG は 、 立 体 的 
で 幻想 的 な 世界 を 描き 、 高 い 評価 を 得 て い る 。 
2014 年 度 プ ロジ ェクション マッ ピン グ 国 際 大 会 
『1minute Projection Mapping Competition』 
グラ ンプ リ 受 賞 。 近 年 の 主 な 参加 作品 に 、 ラ スペ 
ガス の ショ ー『Amystika』 映像 演出 、Dirty 
Monitor (ベルギー) イベ ント 用 プロ ジェ クシ ョ 
ンマ ッ ピ ング 映像 制作 な ど が ある 。 


ビジ ュ ア ルディ レク ショ ン ・ 衣 辻 デ ザイ ン 


析 植 伊佐 夫 


1sao Tsuge 


人 物 デ ザイ ナー。 映画 『 お くり びと 』 (滝田 洋二 
郎 監督 ) な ど 、 多 く の 映 像 作品 の ビュ ー テ ィ デ ィ 
レク ショ ン を 担当 。2008 年 以降 、 作 品 中 の キャ 
ラク ター 像 を トー タル で 創造 する 「 人 物 デ ザイ ン 」 
と いう ジャ ン ル を 開拓 。 近 年 の 主 な 参加 作品 に 【 舞 
台 】『 プ ルー トッ ゥ PLUTO』 (シディ ・ ラ ルビ ・ シ ェ 
ルカ ウイ 演出 )、NODA・MAP『Q : A Night At 
The Kabuki』( 野 田 秀 樹 演出 )、『 酔 い ど れ 天 使 』( 三 
池 崇 史 演 出 )、『 曲 昧 巣 城 』 (赤堀 雅 秋 演出 ) 【 映 画 】 
『 シ ン ・ ゴ ジラ 』、『 翔 ん で 埼玉 』、『 ば る ぼら 』、『 岸 
辺 露伴 ルー ヴ ル へ 行く 』【 ド ラマ 】『 龍 馬 伝 』『 平 
清盛 』」、『 ス トレ ンジ ャ ーー 上 海 の 草川 龍之介 ~』、 
『 岸 辺 赴 伴 は 動か な い 』、『 ど うす る 家康 』( 以 上 、 
NHK) な ど が ある 。 


照 明 


吉本 有 輝 子 
Yukiko Yoshimoto 


1995 年 か ら 演劇 、 ダ ンス の 舞台 照明 デザ イナ ー 
と し て 活動 を 始め る 。2003 年 に NPO 劇 研 の 設立 
に 参加 。 京 都 の 小 劇 場 ア トリ エ 劇 研 の 運営 に 携 わ 
る 。 2005 年 度 京都 市 芸術 文化 特別 奨励 者 。06 年 に 、 
文化 庁 新 進 芸術 家 海外 留学 制度 研修 員 と し て パリ 
市 立 劇場 で 1 年 間 研 修 。17 年 に 第 36 回 日 本 照明 
家 協会 賞 (舞台 部 門 大 賞 ) 受賞 。 武 蔵 野 美 術 大 学 
客員 教授 。 近 年 の 主 な 参加 作品 に 【 舞 台 】 木ノ下 
歌舞 伎 『 桜 姫 東 文章 』( 岡 田 利 規 演出 )、『 博 士 の 
愛し た 数 式 』( 加 藤 拓也 演出 )、MONO『 な る ベ 
〈 派手 な 服 を 着る 』 (土田 英生 演出 )、『 ブ プレ イキ 
ング ・ ザ ・ コ ー ド 』 (稲葉 賀 恵 演出 )、 ゆ うめ い 『 ハ ー 
トラ ンド 』( 池 田亮 演出 ) な ど が ある 。 


音 響 


武田 安 
Aki Takeda 


1991 年 か ら オ ン シ ア タ 劇場 に 音響 と し て 
在籍 。 解 散 後 、 サ ウン ドク ラフ ト ( 現 ・SC ア ラ 
イア ンス ) に 入社 。 コ ン サ ー ト 、 演 劇 な ど ジ ャ ン 
ル を 限ら ず に 活動 。 近 年 の 主 な 参加 舞台 作品 に 地 
球 ゴ ー ジ ャ スシ リー ズ (岸谷 五朗 演出 )、 コ クー 
ン 歌 舞 伎 ・、 全 の カー ニ バ ル シ リ ー ズ 『Mann jst 
Mann』 (以上 、 串 田 和 美 演出 )、『 プ レイ タイ ム 』 
(梅田 哲也 、 杉 原 邦生 演出 )、『 近 松 心中 物語 』( 長 
塚 圭 史 演 出 )、s"“t kingz 公演 な ど 。 現 在 は さだ 
まさ し コン サー ト ツ アー の チー フエ ンジ ニア を 務 
め る 。 


ノ ゾ ェ 往 貸 


Seiji Nozoe 

脚本 家 、 演 出家 、 俳 優 。 劇団 は え ぎ わ 主 宰 。12 
年 『 つ 〇 ト ア ル 風 景 』 に て 第 56 回 岸田 國 士 戯曲 党 
受賞 。17 年 『 鳩 に 水 を や る 』 に て 第 21 回 鶴屋 南北 
戯曲 賞 ノ ミネ ー ト 。 松 尾 ス ズ キ 氏原 作 の 絵本 を 舞 
台 化し た 音楽 劇 『 気 づか い ル ー シ ー』 や 、 故 ・ 暴 
川 幸雄 氏 の 遺志 を 継 ず 、 さ いた ま ス ー パ ー ア リー 
ナ で の 大 群衆 劇 1 万 人 の ゴー ルド ・ シ アタ ー 
2016『 金 色 交 響 曲 て わた し の ゆめ 、 き み の ゆ め 』 
の 脚本 ・ 演 出 を 務め る な ど 劇 団 以外 で も 活躍 。 近 
年 の 主 な 作品 に 【 舞 台 】『 ボ ク の 穴 、 彼 の 穴 。』( 翻 
案 ・ 脚 本 ・ 演 出 )、『 ピ ー タ ー& ザ ・ ス ター キャ ッ 
チャ ー』 (演出 )、『 ぼ く の 名 前 は ズッキーニ 』 ( 脚 
本 ・ 演 出 ・ 出 演 )、『 物 理学 者 た ち 』( 上 演 台 本 ・ 
演出 ・ 出 演 )、『 明 る い 夜 に 出かけ て 』( 脚 本 ・ 演 出 ) 
な ど が ある 。 


セッ ト デ ザ イン 


LTT ーー ム 

岩本 三 玲 

Mirei Iwamoto 

武蔵 野 美 術 大 学 在学 中 に ニナ ガワ ・ カ ン パ ニー に 
所 属 。2012 年 、 敵 川 幸雄 演出 の 『 ロ ング ・ グ ッ ド 
バイ 』 で 美術 家 デ ビュ ー。 さ ら に 人 外国 人 美術 家 の 
コー ディ ネー ター、 舞 台 以 外 の 美術 家 の 美術 助手 
と し て も 活動 し て いる 。 近 年 の 主 な 参加 作品 に 【 舞 
台 】『 真 夏 の 夜 の 夢 』( シ ル ヴ ィ ウ ・ プ ルカ レー テ 
演出 )、『 レ ・ ミ ゼラ ブル 』( ロ ー レ ンス ・ コ ナー、 
ジェ ー ム ズ ・ パ ウエ ル 演 出 )、『 物 語 な き 、 こ の 人 世 
界 。』( 三 浦 大 輔 演出 )、『 ジ ー ザ ス ・ ク ライ スト = 
スー パー スタ ー in コン サー ト 』( マ ー ク ・ ス チュ 
アー ト 演 出 )、『 泥 人 魚 』( 金 守 珍 演出 )、『 セ ー ル 
スマ ン の 死 』( シ ョ ー ン ・ ホ ー ム ズ 演 出 ) な ど が 
ある 。 


映像 
カラ ー ズ クリ エー ショ ン 株 式 会 社 


COLORs CREATION 


世界 中 の 多彩 で 素晴らし い ク リエ イタ ー や アー 
デ ティ スト が 集結 し た クリ エイ ティ ブ プ カ ン パニ ー。 
プロ ジェ クシ ョ ンマ ッ ピ ング 協会 を 母体 に 2019 
年 に 創設 。 常 に オリ ジ ナ ル な 企画 、 質 の 高い コン 
テン ツ を 生み 出す クリ エイ ティ ブ プ ロダ クシ ョ ン 
で あり 、 世 界 中 の 優秀 な クリ エイ ター の ハブ エー 
ジェ ント で も ある 。 ク リエ イ テ ィ ブ デ ィ レ クタ ー 
で 、 プ ロジ ェクション マッ ピン グ や 映像 演出 の パ 
イオ ニア 石 多 未 知行 を 中 心 に 、 映 像 制作 、 空 間 演 
出 、 ラ イブ や 舞台 の 演出 、 イ ベン ト 企 画 、PV 
MV の 演出 な ど 、 多 く の 実 績 と 多岐 に わた る 経験 
を 有する 。 世界 で 活躍 する 先鋭 クリ エイ ター と の 
幅広 い ネ ットワーク に より 、 ク リエ イタ ー の 個性 
や 表現 を 社会 へ 機能 させ る べく 活動 し て いる 。 


造形 デザ イン 特殊 造 形 肖 


松岡 象 一 郎 
Sho-ichiro Matsuoka 


東京 工芸 大 学 短期 大 学部 卒業 。 株 式 会 社 ジ どー エム 
代表 。 特 殊 メ イク の 技術 を 主軸 に 、 造 形 や ファ ッ 
ショ ン な ど 様 々 な ジャ ン ル を 融合 させ 作品 に 取り 
入れ る 事 に より 、 他 の 追随 を 許さ な い 独 自 の 世界 
を 構築 。CM、 映 画 、 音 楽 、 フ ァ ッ ショ ン 、 ブラ 
ンド 広告 な ど 様 々 な 媒体 を 手がけ る 。 近 年 の 主 な 
参加 作品 に 【 舞 台 】『 半 神 』、NODA・MAP『 逆 鱗 』 
(以上 、 野 田 秀樹 演出 )、 オ ペラ 『 蝶 々 夫人 』( 宮 
本 亜 門 演出 )、『 獅 子 と 仁 人 』( タ グチ ヒト シ 演 出 ) 
【 映 画 】『 恋 は 雨上がり の よう に 』、『 累 』、『 東 京 リ 
ベン ジャ ー ズ 』、『 東 京 リ ベン ジャ ー ズ 2 血 の ハ ロ 
ウィ ン 編 - 運 命 - / - 決 戦 -』【 ド ラマ 】『 い だ て ん 
て 東京 オリ ム ビ ピック 中 一 』(NHK)、『 ル パン の 娘 』 
(CX) な ど が ある 。 
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衣 迷 デザ イン ・ ス タイ リス ト 


羽 石 輝 

Akira Haneishi 

2003 年 に 渡 仏 。Studio Bercot 卒業 後 、Ann 
Demeulemeester な ど 、 パ リ で 活動 。2014 年 帰国 。 
エス プリ の ある スタ イリ ング と 、 フ ァ ッ ショ ン 全 
般 に 対す る ディ レク ショ ン 能 力 の 高 さ を 桁 植 が 認 
め ク ー ゲ ン に 参加 。 現 在 は スタ イリ ング 以外 に 人 
物 デ ザイ ン の サポ ー ト も 担当 する 。 近年 の 主 な 参 
加 作 時 に 【 舞 台 】BALLET APOLLO『ROMANCE 
No.4 』(NAOKO 総 合 演出 )、『 オ ペラ 蝶々 夫人 』( 宮 
本 亜 門 演出 )、『Q : ANight At The Kabuki』 ( 野 
田 秀樹 演出 )、『 常 陸 坊 海 尊 』( 長 塚 圭史 演出 ) 【 映 
画 】『 ば る ぼら 』、『 シ ン ・ 仮 面 ラ イダ ー』【 ド ラマ 】 
『 俺 の スカ ー ト 、 ど こ 行 っ た ?』(NTV)、『 ス ト 
レン ジャ ーー 上 上海 の 草川 龍之介 ー』(NHK)、『 岸 
辺 露伴 は 動か な い 』(NHK) な ど が ある 。 


衣 有 辻 デ ザイ ン ・ 衣 迷 制 作 

LTT 

岩崎 韻 子 

Akiko Iwasaki 

1997 年 より 活動 開始 。 映 像 ・ 広 告 ・ 舞 台 ・ ミ ュー 
ジ シ ャ ン な と 幅広 い 分 野 で 衣 膨 制 作 を 行う 。 コ 
ミュ ニケ ーション を 重視 し 、 依 頼 者 が な に を 求め 
て いる の か を 見 出し 衣 有 裳 を 創作 。 衣裳 制作 衣裳 
制作 総 指揮 で の 参加 作品 に 【 舞 台 】 ク ・ ナ ウ カ シ 
アタ ー カ ン パ ニー『 マ ハー バー ラ タ ー 太 陽 の 王子 
ナラ の 冒険 』 (宮城 陸 演 出 )、『 昌 昧 巣 城 』( 赤 堀 
人 雅 秋 演出 )【 映 画 】 『 る ろう に 剣心 』d 全 シリ ー ズ 【 広 
告 】 東 京 事変 【TVJ『 ド レミ ノ テ レビ J』(NHK 教 育 )、 
衣 迷 デ ザイ ン で の 参加 作品 に 【 舞 台 】『BELLJ 
(ニュ ー ヨ ー ク ・ ダ ンス & パ フォ ー マ ン ス ・ ア ワー 
ド (ベッ シー 賞 ) 衣 園 デザ イン 賞 ノ ミネ ー ト )、 
『ZERO ONE』J、『 リ ンチ (戯曲 )』 (以上 、 余 越 保 
子 演出 ) な ど が ある 。 


振付 助手 


犬 植 真 太郎 


Shintaro Oue 


※ プ ロフ ィ ー ル は ダン サー 紹介 ペー ジ (P34) 参 照 。 


加藤 由紀 子 
Yukiko Kato 


劇団 四季 技術 部 に て 研 鎖 を 積み 、 渡 英 。Central 
School of Speech & Drama 大 学院 修了 。 帰 国 後 、 
演出 助手 と し て 活動 を 開始 。 近 年 の 主 な 参加 舞台 
作品 に 『 夜 へ の 長い 旅路 』( フ ィ リ ッ プ ・ ブ リー 
ン 演出 )、『 ウ ェ ン ディ & ピー ター パン 』( ジ ョ ナ 
サン ・ マ ン ビ イィ 演出 )、『 泥 人 魚 』( 金 守 珍 演出 )、『 奇 
頭 miracle one-way ticket』 ( 寺 十 吾 演出 )、『 も 
は や し ず か 』 (加藤 拓也 演出 )、『 る ろう に 剣心 京 
都 編 』( 小 池 修 一 郎 演出 )、NODA・MAP『Q : A 
Night At The Kabuki』 (野田 秀樹 演出 )、『 室 温 
て 夜 の 音楽 』『 ル ー ド ヴィ ヒー Beethoven 
The Piano ~』( 以 上 、 河 原 雅彦 演出 )、『 ジ ェ ー ン ・ 
エア 』 (ジョ ン ・ ケ アー ド 演 出 ) な ど が ある 。 


セバス チャ ン ・ ラ ミレ ス 
Sebastien Ramirez 


スペ イン 系 フラ ンス 人 と し て 南 フ ラン ス に 生ま れ 
る 。 ダンサー、 振 付 師 、 ア ー テ ィ ス ティ ッ ク デ ィ 
レク ター と し て ヒッ プ ホ ッ プシ ー ン や コン テン ポ ボ 
ラリ ー ダ ンス 界 で 活躍 。2015 年 に 開催 され た マ 
ドン ナ の ワー ルド ツア ー「Rebel Heart Tour」 で 
は 振付 を 担当 する な ど 、 世 界 各 国 で 活躍 し て いる 。 
コン テン ポラ リー ダン ス 界 で 数 々 の 賞 を 受賞 し て 
お り 、 ニ ュー ヨー ク ・ ダ ンス & パ フォ ー マ シ ス ヌ ・ 
アワ ー ド (ベッ シー 賞 ) で は 、 最 優秀 パフ ォ ー マ 
ンス 賞 と 優秀 ダン ス 作品 賞 を 受賞 。 ま た エア リア 
ル や リ ギ ング の アー ティ スト と し て も 評価 され 
本 作 で は シディ ・ ラ ルビ ・ シ ェ ル カウ イ の 振付 助 
手 と し て 、 主 に フラ イン グ ワ ー ク を 手がけ た 。 


通 


時 田 曜子 
Yoko Tokita 


DISCOVER WORLD THEATRE シリ ー ズ 全 作 の 
演出 家 ( フ ィ リ ッ プ ・ ブ ー リ ン 、 ジョナサン ・ マ ン 
ビィ 、 リ チャ ー ド ・ ト ワイ マン 、 サ イモ ン ・ ゴ ドウ ィ 
ン 、 マ シュ ー・ ダ ンス ター、 リ ン ゼ イ ・ ポ ボ ズ ナー) 
通訳 の ほか 、 近 年 で は 『FORTUNE』、『 セ ー ル ス 
マン の 死 』( 以 上 、 シ ョ ー ン ・ ホ ー ム ズ 演 出 ) な 
ど に 演出 家 通 訳 と し て 参加 。 翻 訳 作品 に サイ モ 
ン ・ ス ティ ー ヴ ンス 『Birdland』、 ア ー サ ー・ 
ミラ ー『THE PRICE』、 ヴィ ッ キ ー・ ド ノ ヒ ュー 
『MUBLARKS』 な ど 。 第 15 回 小田 島 雄志 ・ 翻 訳 
戯曲 賞 受賞 。 


へ アメ イク 


流 多野 早苗 
Sanae Hatano 


へ アメ イク アー ティ スト 。2003 年 より フリ ー ラ 
ンス で 183 年 間 活動 し 、16 年 より クー ゲン に 参加 
する 。 映 像 ・ 舞 台 ・ 広 告 ・ 雑 誌 な ど さ ま ざま な ジャ 
ン ル で 活動 。 近 年 の 主 な 参加 作品 に 【 映 画 】『 恋 
は 雨上がり の よう に 』、『 果 』、『 燃 えよ 剣 』【 ド ラマ 】 
『 石 川 五 右 衛門 』 (TX)、『 あ な た に は 帰る 家 が ある 』 
(TBS)、『 パ ラ レ ル 東京 』 (NHK)、『 そ れ 忘 れ て 
くだ さい っ て いい まし た けど 。』(paravi) 【 舞 台 】 
NODA・MAP『 磨 作 桜の 森 の 満開 の 下 』『Q :A 
Night At The Kabuki』 (以上 、 野 田 秀樹 演出 )、『 王 
ほ 』 (長塚 圭史 演出 )、『 本 むい どれ 天使 』( 三 池 崇 史 
演出 )、『 昧 巣 城 』( 赤 堀 雅 秋 演 出 ) な ど が ある 。 


演出 補 


艇 原 邦生 


Kunio Sugihara 
1982 年 生ま れ 。 演 出家 、 舞 台 美 術 家 。KUNIO 主 
宰 。 京 都 造 形 芸術 大 学 ( 現 ・ 京 都 芸術 大 学 ) 映像 ・ 
台 芸 術 学 科 、 同 大 学院 芸術 研究 科 修 士 過程 修了 。 
学科 在籍 中 より 演出 ・ 舞 台 美 術 を 中 心 に 活動 。 
2004 年 、 自 身 が 様々 な 作品 を 演出 する 場 と し て 、 
プロ デュ ー ス 公演 カン パニ ー KUNIO を 立ち 上 げ 
る 。KUNIO で の 主 な 演出 作品 は 『 エ ンジ ェ ル ス ・ 
イン ・ ア メリ カ 』、『 更 地 』、『 ハ ムレ ッ ト 』、『 グ リー 
クス 』、『 水 の 駅 』 な ど 。 近 年 の 主 な 演出 作品 に 、 
木ノ下 歌舞 伎 『 勧 進 帳 』『 三 人 吉 三 』、 スー パー 歌 
舞 伎 II『 新 版 オグ リ 』、『 プ レイ タイ ム 』、『 夢 原 検 
校 』『 水 の 駅 J、『 パ ンド ラ の 鐘 』、『 血 の 婚礼 』 な 
ど が ある 。2018 年 第 36 回 京都 府 文化 賞 奨励 賞 受賞 。 


ム 眉 選 


ー『。 に ュー 
足立 充 曹 
Mitsuaki Adachi 


1996 年 、 蜂 川 幸 雄 演 出 『 ハ ムレ ッ ト 』 より 舞台 監 
督 助 手 と し て 活動 を 開始 する 。2011 年 文化 庁 新 
進 芸術 家 海外 留学 制度 研修 員 と し て イタ リア の テ 
アト ロ ・ ギ ズ メ ッ ト で 作品 作り に 携わる 。 帰 国 後 
は 睦 川 作品 を 始め 、 長 塚 圭 史 演出 作品 な ど 幅 広く 
参加 。 近 年 の 主 な 参加 舞台 作品 に 『 夜 へ の 長い 旅 
路 』( フ ィ リ ッ プ ・ ブ リー ン 演 出 )、『 湊 横濱 荒 狗 
挽歌 一 新 粧 、 三 人 吉 三 。』」( シ ライ ケイ タ 演 出 )、 
『 パ ・ ラ パパ バン パン 』 (松尾 ス ズ キ 演出 )、 阿 佐 ヶ 
谷 ス パイ ダー ス 『 老 いと 建築 』( 長 塚 圭 史 演出 )、『 パ 
ンド ラ の 鐘 』、『 血 の 婚礼 』( 以 上 、 杉原 邦生 演出 )、 
『 ス カ パ ン 』 (串田 和美 演出 )、『 交 昧 巣 城 』( 赤 堀 
雅 秋 演 出 ) な ど が ある 。 


Evangelion Beyond 
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